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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

■設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

％個

①特記仕様

コンクリートと、JIS G 3112 に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋

(２) 仕様書等の優先順位

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

④建築工事標準仕様書・同解説 (日本建築学会) 等

□

(４) 階数

(６) 主要用途

(７) 屋上付属物

(a)主な積載荷重

(８) 設計荷重

(１) 本仕様の適用範囲

階

設計基準強度 スランプ cm

(スランプフロー)

品質基準強度 比  重

部　位

□梁 □床版

□

□ 

□ 

□梁 □壁

□□床版

□柱

□ 

□梁 □壁

□

□ □

□ 

□ □ 

捨てコンクリート

□低熱ポルトランドセメント □

□砕砂 □

□

□地下水

□

セメントの種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

□

単位水量

□ 

□

□混和剤

単位セメント量

□ □ □

□□ 

□

□□ 50% 以下

適 用 箇 所

空気量

粗骨材の種類

１．本仕様の適用範囲

２．建築物の構造内容

(１) コンクリート（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

□壁

□無 (調査計画 □有 □無)

調査計画 調査項目 調査項目資料有り調査計画

土質試験

静的貫入試験

液状化判定

□柱

調査計画

(２) ボ一リング標準貫入値、土質構成 

スウェーデン式サウンディング

調  査  項  目

水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査 標準貫入試験

平板載荷試験

(１) 直接基礎

４．地 盤
(１)  地盤調査資料と調査計画

(施工方法等計画書)

□

(２) 工事監理者の承認を必要とするもの

資料有り

検 査 箇 所
工場自主検査

備 考検 査 方 法

内質
検査
(注)

 個  個  個マクロ試験・その他

（都知事登鋠　　　　号）

（目視及び計測）

工事監理者

物の場合に実施する

検査宰又は検査数

□鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

外観検査 (※)

超音波探傷検査

  また、地震時の層間変形に追従できること。

　５ｃｍ以上を原則とする。

７．設備関係

第三者検査機関名

塩化物量

□硬さ試験

□示温塗料塗布

現場透水試験コンクリート用棒鋼を用いる高さが 60m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建設物の

(基礎・杭の位置を明記すること)

注1) 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。

深度

ＰＳ検層

備 考
試験堀 (支持層の確認)

適用は　■　印を記入する。

５．地業工事

(３) 構造設計一級建築士の関与

(N/m )

Fc = N/mm Fq = N/mm2 γ= kN/mm2 3

33

3

3

保証する材齢

□175 kg/m 以下

物理探査

注) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

2

平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会

(１) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

□

□

(４) 接合部の溶接は下記によること

□ 

（突合せ溶接)

％個

％個

％個

％個

％個

％個

％個

％個 ％個 ％個

％個 ％個 ％個

外観検査 (※) ※平成12年建設省告示

(注）東京都の要綱に

基づき必要となる建築

本特配仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 218 N/mm  以上 260 N/mm  以下の

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

(２) 工事種別

※一社) 日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

６．鉄骨工事
・修正箇所は下線を引くこと

設計及び工事に適用する。

10 20 30 40 50 60

標準貫入試験
〇調査地番

〇位置図

  ついてのコメント

ＧＬ－ m

〇孔内水位

  設計地番とは約　 mの距離がある

〇備考（土質試験の内容等）

  □

  □

  □

  □

  □

〇近隣デ一タの調査地番と

土質
N
値

(３) 工事監理者が行う検査項目

細骨材の種類

(５) 接合部の検査

  構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

第1464号第二号による

第三者検査機関とは、建築注、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

□中庸熱ポルトランドセメント

□3.0% 以下

土間コンクリート

■砂

■砂利

■水道水

■山砂

■砕石

■工業用水

材齢（■28日　　□56日 　　□91日　　□      )

養生（■標準　　□現場水中　□現場封かん　　□   　 )

■185 kg/m 以下

■270 kg/m 以上

■AE減水剤

■4.5% 以下

■ 65% 以下

■0.3 kg/m 以下

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表
■有 (■敷地内  □近隣)

資料有り

新 構造設計特記仕様　　その１

％個100 30 ※

※

軸力導入試験

(６) 防錆塗装

(７) 耐火被覆の材料

　を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

　ペイントを使用し、２回塗りとする。

□要高力ボルトすべり係数試験

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100%行うこと

検査会社をいう。

■建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

■建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

■設備機器の架台及び基礎ついては、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

■特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

■床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１/３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ

〇支持地盤、地層及び深さに

※報告書を確認

室    名 床    用 地 震 用架 構 用

0

0

(c)風荷重

□

(e)特殊の荷重及び仕上材

□

□エスカレーター

□ □

kN

□

(10) 一次設計時用層間変形角

□駐輪場 □ □門塀

□有

(13) 屋根、床、壁

押出し成形セメント版

ALC                (JIS A 5416)

型式 厚 その他

厚

型式       厚

□ハーフPca版      □Pca版

使用箇所

□屋根  □床版

□壁    □床版 □ 

□ 

□ 

基準風速

(d)雪荷重

折  版

材  種

(b)1次設計用地震力

□機械式駐車場

(11) 付帯工事

(12) 特定天井

□擁壁

特殊デッキプレ一ト大臣認定(   )

仕様・構法

t

2

(９) 構造計算ル一ト

m/sec

R = 1.0

kN/m

K（地下）= 0.1

■無

地表面粗度区分　    Ⅲ

□ 

□スライド

設計GL

(５) ボルト等

□

□

mm

φ=

mm

mm

mm

水セメント比

第三者受入検査

□ボルト止め

□柱

□鉄骨鉄筋コンクリート造　(SRC)

□免震建物

□制震建物

□塔状建物

□

□

□

□

□

□

架構特徴等該当階等

(５) 構造種別

構 造 種 別

■鉄筋コンクリート造　 　 (RC)

構造計算書参照

Z = 0.9

基 □受水槽 　   

18

■

■

■普通ポルトランドセメント

〇 〇

(□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

□現寸検査 □建方検査

□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

□要

□ロックウール吹付け、耐火塗料

■鉄骨造                　(S)

23
■基礎 ■地中梁

■高力ボルト

■F10T(JIS B1186) ■S10T 大臣認定番号 (MBLT-0052同等)

■アンカーボルト (構造用アンカーボルト)

■ABR400

19  22

φ=19  22 L=100

L=150

■日本建築学会「ＪＡＳＳ６ 2012年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

■一社) 日本鋼構造協会 「建築鉄骨工事施工指針」

■鉄骨製作管理技術者登録機構 「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

■製作工場 ■製作要領書 ■工作図 ■施工計画書

■認定または登録工場 (大臣認定　S　H　M　R　J　グレ一ド　　都登録 T1　T2　T3 ランク〕

■材料規格証明書※、または試験成績書

■鋼材 ■高力ボルト ■特殊ボルト

■社内検査表

■組立・開先検査 ■製品検査

■平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

■日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■日本建築学会「鉄骨工事技術指針 工事現場施工編」

■完全溶込み溶接部

■高力ボルトの検査 (検査結果は後日工事監理者に報告すること）

■否 ■否

■一次締め後にマ一キングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

■トルシア形高力ボルトは二次締め後、マ一キングのずれとピンテ一ルの破断を確認する。

■防錥塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

　ぺイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、■JIS K 5674、□       （フォースター　F☆☆☆☆）

■現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

□法第20条第ニ号（ □RC造高さ 20m超　   □S造 4階建以上     □木造高さ 13m超　  　□その他 ）

cm

厚  □壁    □床版
□ロッキング

■屋根  □ 

□溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号 (MBLT-0050同等) (□M16、□M20、□M22、□M24、□   )

M16～22

L=450M16■SS400

ナット（□シングル、■ダブル）(JIS B 1220)

ナット（□シングル、■ダブル）

□頭付スタッド(JIS B1198)

使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

□頭付スタッド

□煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

■4.6(4T)

100 30

V = 30

■給湯設備配管は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

８．その他
■諸管庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、
X方向   1/200 rad         Y方向   1/200 rad

■建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

(１) 建築場所

岡山県久米郡美咲町書副字堀ノ久保1番外113筆

■新築　　  　□増築　　　  □改築　　　  □　　　  　　□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ■必要　  　　□必要としない

地下 　0階      地上 　2階      塔屋  　0階

1階～2階

 階～　 階

小屋組

□事務所　　　□共同住宅    　□病院    　■学校　    □倉庫    　□         □

□キュ一ビクル          kN □高架水槽       kN □広告培       kN □煙突  　    m 

■太陽光発電設備　　 　　   ■室外機　　　　　　□発電機　　　　　　　　□

C = 0.2

■設計用雪荷重       840■垂直積雪量        42 

■エレベーター    2

校舎棟　X方向ル一ト3 　  Y方向ル一ト1 

屋内運動場棟　X方向ル一ト1 　  Y方向ル一ト3 

部室棟　X方向ル一ト1 　  Y方向ル一ト1 

H=160ﾊｾﾞ  厚0.8mm

※本仕様適用外

※本仕様適用外

27(校舎棟、屋内運動場棟) ■ 24(部室棟)

■高性能減水剤

27 27

■柱 ■梁 ■壁

■床版
2327 27※1

■床版
※1

□ □

□ 

■柱 ■梁 ■壁

■床版

■床版

■地中梁■基礎

※2

※2 23

2324

24

24

24

※3

※3

※3

※3

大臣認定品 認定番号 MSTL-

□ B種 厚□ C種 □ 100 □ 120 □ 150 □ 190 使用箇所(□　　□　　)

(２) コンクリートブロック（□ JIS A 5406）

□ A種

使用径mm 使 用 箇 所 備 考

□ SD295 B

□  

(JIS G 3112)

□ SD490

□ 685

□ 1275
高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

(JIS G 3551)

(３) 鉄 筋

鉄  筋

溶接材料 □ JIS Z

(４) 鉄 骨

注2) 各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。

現場溶接種  類 JIS規格・認定番号等

種  類

□ 

□ 

注1) SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

■ SD295 A

異形鉄筋

10～16 ■重ね継手

■ SD345

JIS G 3136

使用箇所

□有

□機械式定着工法

□有

□有

□有

□溶接継手

■ガス圧接継手

□

□SN400B

□BCP235

□ 

□BCP325

□SS490

□SM490A

JIS G 3350JIS G 3350

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3101

□SN400A

□SM400A □無

□大臣認定番号

■SS400

□SN490B

■無

■STKR400

■無

□STKN490B

□有

■無□有

■SSC400

■無

■無

※3 スランプは構造図S002「9.鉄筋コンクリート工事 （1）コンクリート （b）品質と施工」参照。 

床・壁筋・柱帯筋・梁あばら筋

■ 785 13 屋内運動場棟　柱帯筋

□SN400C

□SN490C

□BCR295

屋根下地

梁,座屈止め

(■M16、■M20、■M22、□M24、□   )

■ボルト(JIS B1180)  M12～M20 □6.8(4T)

ﾄﾗｽ梁、鉛直材、間柱

■ABR490 M27 L=675

L=図示による

ナット（□シングル、■ダブル）

〇

S-12図参照

■独立基礎□布基礎□ベタ基礎

深さ 図示による

校舎,屋内運動場

■すみ肉溶接部

■エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

構造設計特記仕様書（１）

2022/03 S-001

NON

NON

美咲町立義務教育学校柵原学園

※　用途係数　1.10(校舎棟・屋内運動場棟)とする

PC鋼材 校舎棟梁■ SWPR19L 28.6 ■JISG3536

■ SD390

19～25

29

地中梁主筋,柱,梁主筋,基礎ﾍﾞｰｽ筋

屋内運動場棟　梁主筋

21 21 ※3 23
■床版

※4

※1 校舎棟、屋内運動場棟の全階　　　　※2　部室棟の全階　　※4　屋内運動場ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞﾃﾞｯｷ床

 特 記 事 項本  数抗の先端の深さ(m)設計支持カ(kN)

杭仕様

本

□□Ⅲ種

□

□

鋼材□

コンクリート□FC85

□打ち込み

□

□

材  料

材  料

施　工　法

施　工　法

備  考

備  考

年　　月　　日

認定

第 号

年　　月　　日

コンクリート杭 スランプ

セメント量

単位水量

コンクリートFc

□リバースサーキュレーション

□アースドリル

□鋼管補強杭  □

□手掘□深礎

□オールケーシング□場所打ち

□機械掘

試験杭

□ 鋼管

既製杭・杭種

(３) 杭基礎

N/mm

kg/m

kg/m

2

□拡底杭      □拡頭・拡底抗

種  類

杭　種

3

3

杭径(mm)

cm以下

支持層一砂礫層

■施工計画書承認 ■杭施工結果報告書

(■有・□無) (■打ち込み・□載荷・□孔壁測定)

□ A種

□ PRC

□ PHC

□ SC

□Ⅰ種 □Ⅱ種

□ B種 □ C種

□Ⅰ種

□埋め込み鋼材□SKK490

コンクリート□FC105

(２) 地 盤 改 良 ■ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ工法(校舎棟)

深さ　図示による 長期許容支持カ度 500kN/m (校舎棟)2

■ｴﾙﾏｯﾄﾞS工法(GBRC性能証明第11-14号　改3(更1))(屋内運動場)

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」 を参考とする。

長期許容支持カ度 2300kN/m (屋内運動場)

載荷試験 □有 ■無

載荷試験 □有 ■無

支持層一粘板岩層 　長期許容支持カ度 500kN/m 2

支持層一粘板岩層 　長期許容支持カ度 2300kN/m

校舎棟

屋内運動場

載荷試験 □有 ■無

試験堀 □有 ■無

載荷試験 □有 ■無

載荷試験 □有 ■無部室棟 □ベタ基礎 ■布基礎 長期許容支持カ度 150kN/m 2
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   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。   適用は　■　印を記入する。

※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと※ 修正箇所は下線を引くこと

９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事９. 鉄筋コンクリート工事

    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ    本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いたー般仕様のコンクリートを「普通コンクリ
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    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5    ート」と定義し、表 9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5

    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ    の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節(高強度コンクリ

    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める    ート)を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す    調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す

    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。    JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。    軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け
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設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc

JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分

18181818181818 21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 39393939393939 42424242424242 45454545454545 48484848484848 51515151515151 54545454545454 57575757575757 60606060606060

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )調合管理強度(N/mm )
2222222

21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 39393939393939 42424242424242 45454545454545 48484848484848 51515151515151 54545454545454 57575757575757 60606060606060 60超60超60超60超60超60超60超

21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 42424242424242 45454545454545 6060606060606040404040404040 50505050505050 55555555555555 55555555555555 60606060606060 ※※※※※※※呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)

※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外

□超長期□超長期□超長期□超長期□超長期□超長期□超長期□長期□長期□長期□長期□長期□長期□長期
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    とする。    とする。    とする。    とする。    とする。    とする。    とする。

    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。    認められる技術者が常駐していなければならない。

    工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。     工事監理者の承認を得ること。 

3333333

（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度

  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート  i）高強度コンクリート

 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。 □  構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。

     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において     ① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。        調合管理強度以上とする。

        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。        設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。

     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において     ② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において
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         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )         Fm = Fc + mSn (N/mm )HHHHHHH
2222222

                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )                Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )HHHHHHH
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                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )                Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )
2222222

               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。               mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で　JASS 5 による。

HHHHHHH HHHHHHH HHHHHHH
2222222

2222222

                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクスト                σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm ) で、レディーミクストHHHHHHH
2222222

                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。                     コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。

HHHHHHH HHHHHHH HHHHHHH
2222222

         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )         F≧ Fm + 1.73σ     (N/mm )

         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )         F≧ 0.85 Fm + 3σ   (N/mm )

HHHHHHH                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )                 F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )

 ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート ii） 普通コンクリート

ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )ただし、X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )

        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )        Fm : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )

        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )        Fq : コンクリートの品質基準強度　(N/mm )
2222222

2222222

2222222

2222222

2222222

      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )      Fm = Fq + mSn (N/mm )
2222222

         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )

         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )         Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )

        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に        mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日に

              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )              おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )

2222222

2222222

2222222

      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )      F　≧　Fm + 1.73σ  (N/mm )

      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )      F　≧　0.85Fm + 3σ (N/mm )

         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )         F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )

        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク        σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm )で、レディミクストコンク

2222222

2222222

2222222

2222222

2222222

        方の値とする。        方の値とする。        方の値とする。        方の値とする。        方の値とする。        方の値とする。        方の値とする。

（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査

     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと     の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

     に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合      に 撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合 

     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。     平均値を試験値とする。

     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。     場合±1.5cm (呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm) とする。

     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、     高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm 以上の場合±2cmとし、

　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　 スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時

　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。　　 は±10cmとする。

     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数     て材齢 28日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数3333333

     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。     ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。

     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット     高強度コンクリートでは、打込み日かつ 300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット
3333333

     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ     における試験回数は 3 回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ

     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法     から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

     は標準養生とする。     は標準養生とする。     は標準養生とする。     は標準養生とする。     は標準養生とする。     は標準養生とする。     は標準養生とする。

     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。     から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。
3333333

     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を     高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を

     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる     あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる

     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。     供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。     構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)     (都知事登録        号)

     (登録番号          号)     (登録番号          号)     (登録番号          号)     (登録番号          号)     (登録番号          号)     (登録番号          号)     (登録番号          号)

     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。     格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。

表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)表9.6 設計かぶり厚さ  (単位 : mm)

構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級 標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期 超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期

部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類 屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内 屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外 (2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)
屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内 屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁柱・梁・耐カ壁 40404040404040 4040404040404050505050505050 50505050505050

床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ 4040404040404030303030303030 40404040404040 50505050505050

構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を

要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材
40404040404040 4040404040404030303030303030 50505050505050

計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全

を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)
4040404040404030303030303030 (30)(30)(30)(30)(30)(30)(30) (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40)

直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分 
50505050505050

基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 基礎、擁壁の基礎・底盤 70707070707070

構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材

非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材

 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて 注) (1)　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

          定める。          定める。          定める。          定める。          定める。          定める。          定める。

         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。         設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では    (2)  計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。     確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。

A種A種A種A種A種A種A種 A種A種A種A種A種A種A種 A種A種A種A種A種A種A種

せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板 支　柱支　柱支　柱支　柱支　柱支　柱支　柱

昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号)表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数表9.7 型枠存置日数

基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下スラブ下、梁下スラブ下、梁下スラブ下、梁下スラブ下、梁下スラブ下、梁下スラブ下、梁下 スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下 梁下梁下梁下梁下梁下梁下梁下

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント 高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント 高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト

A種A種A種A種A種A種A種

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

A種A種A種A種A種A種A種 A種A種A種A種A種A種A種

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

A種A種A種A種A種A種A種

A種A種A種A種A種A種A種

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

100％100％100％100％100％100％100％85％85％85％85％85％85％85％

設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の
設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％ 5.0N/mm 5.0N/mm 5.0N/mm 5.0N/mm 5.0N/mm 5.0N/mm 5.0N/mm 2222222

圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

5555555 10101010101010 16161616161616 15151515151515 28282828282828 282828282828288888888

3333333 6666666 10101010101010 12121212121212 25252525252525 282828282828285555555

2222222 3333333 4444444 6666666 8888888 17171717171717 28282828282828

5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満

5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃

15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上

    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通    「高強度コンクリート」 の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。    大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

2222222 2222222

2222222 2222222

    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。    60cm以下とし、特記による。

2222222

     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。     満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28日とする。

3333333

     覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。      覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。 

     の承認を受ける。     の承認を受ける。     の承認を受ける。     の承認を受ける。     の承認を受ける。     の承認を受ける。     の承認を受ける。

     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者     書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。     者に提出し、承認を受ける。

     を用いる。     を用いる。     を用いる。     を用いる。     を用いる。     を用いる。     を用いる。

 継手部の検査方法 継手部の検査方法 継手部の検査方法 継手部の検査方法 継手部の検査方法 継手部の検査方法 継手部の検査方法

      各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋       各継手工法ごとの検査は平 12建告 1463号による他、具体的な検査方法は、(公社) 日本鉄筋 

2222222 2222222

    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。    は衝撃を与えないように行うこと。

注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の粱下は、工事監理者の承認による。

注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って

    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。    盛替えをしてはならない。

注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替え

　　を行わないこと。　　を行わないこと。　　を行わないこと。　　を行わないこと。　　を行わないこと。　　を行わないこと。　　を行わないこと。

注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N/mm 以上、

    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。    長期及び超長期の場合は 10N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート

（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様

（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工
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 □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク □ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク

    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると    リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし    36N/mm 以下 33N/mm 以上の場合スランプ 21cm以下、33N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし

    設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー      設計基準強度が 36N/mm 超 45N/mm 未満の場合はスランプ 21cm以下またはスランプフロー  

    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー    50cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23cm以下またはスランプフロー

  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値  その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値

  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。  から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準試験材齢試験材齢試験材齢試験材齢試験材齢試験材齢試験材齢供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法

X≧FmX≧FmX≧FmX≧FmX≧FmX≧FmX≧Fm

X≧FqX≧FqX≧FqX≧FqX≧FqX≧FqX≧Fq

28日28日28日28日28日28日28日

91日91日91日91日91日91日91日

標準養生標準養生標準養生標準養生標準養生標準養生標準養生
(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

コ　アコ　アコ　アコ　アコ　アコ　アコ　ア

         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。         箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。[注] (1) 早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

* 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 * 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。 

  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度  その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度

  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度  の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度

* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その     １日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その

　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない　　(2) 工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない

     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車     かつ150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車

     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。     第4条の試験機関で行うこと。

   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名   　　  試験・検査機関名

   　　  代行業者名   　　  代行業者名   　　  代行業者名   　　  代行業者名   　　  代行業者名   　　  代行業者名   　　  代行業者名

  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。  　   代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。     使用箇所を定め特記による。

     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。     構造配筋標準図 (1)～(3) 」による。

表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位

B級B級B級B級B級B級B級 SA級SA級SA級SA級SA級SA級SA級A級A級A級A級A級A級A級

鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

□D(    )以下□D(    )以下□D(    )以下□D(    )以下□D(    )以下□D(    )以下□D(    )以下

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□ □□□□□□□

注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成 12年告示第 1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号□ 告示1463号第4項各号

□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号□ 告示1463号第3項各号

□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号□ 告示1463号第2項各号

   標準図による   標準図による   標準図による   標準図による   標準図による   標準図による   標準図による

(注）(注）(注）(注）(注）(注）(注）
(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位(2) (1) 以外の部位

    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手    日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって 『鉄筋継手

 (b) 検査  (b) 検査  (b) 検査  (b) 検査  (b) 検査  (b) 検査  (b) 検査 

(２）鉄　筋(２）鉄　筋(２）鉄　筋(２）鉄　筋(２）鉄　筋(２）鉄　筋(２）鉄　筋

(a) 施工 (a) 施工 (a) 施工 (a) 施工 (a) 施工 (a) 施工 (a) 施工 

    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。    継手協会の仕様書を参照のこと。

表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査表9.5 継手の検査

     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。     講じれば上記によらなくても良い。

     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を     する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠

（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ（３） かぶり厚さ

部部部部部部部 位位位位位位位

種類種類種類種類種類種類種類

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント
の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

の平均気温の平均気温の平均気温の平均気温の平均気温の平均気温の平均気温
存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間

リートリートリートリートリートリートリート
コンクコンクコンクコンクコンクコンクコンク

の材令の材令の材令の材令の材令の材令の材令
(日）(日）(日）(日）(日）(日）(日）

※※※※※※※

        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい        リート工場の実績による。実績のない場合は 2.5N/mm 、または 0.1Fm　の大きい

2222222

注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動また

 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。 ■ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

■標準■標準■標準■標準■標準■標準■標準

 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品 ■ コンクリートはJIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品

 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、 ■ 施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

 ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が ■ フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。 ■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。

 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。 ■ コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。 ■ コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 ■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。 ■ 打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。 ■  調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。

 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。 ■  構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

 ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。  ■  調合管理強度は、以下による。 

 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。 ■  調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう に定める。

 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。 ■  調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。 ■  構造体コンクリート強度は表 9.3を満足すれば合格とする。

 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。 ■  調合管理強度は、以下による。

 ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を ■  調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

 ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター ■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は 、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター

 ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの ■  スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cmの

 ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い ■  使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、 ■  構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。 ■  使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。

 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■  鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

 ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート  ■  鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート 

 ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と ■  鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手■ 重ね継手

■ 圧接継手■ 圧接継手■ 圧接継手■ 圧接継手■ 圧接継手■ 圧接継手■ 圧接継手

■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手■ 溶接継手

■ 機械式継手■ 機械式継手■ 機械式継手■ 機械式継手■ 機械式継手■ 機械式継手■ 機械式継手

 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様 ■  機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社)日本鉄筋継手協会「鉄 筋継手工事標準仕様

 ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け ■  ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け

 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 ■  圧接技量資格者は、(公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■  機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

 ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが ■　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。 ■　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。 ■　完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定 ■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。 ■　型枠および支保工の存置期間は、昭 63年建告第 1655号に基づき下表による。

新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２新 構造設計特記仕様　その２

□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上

□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上

□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上□D( 19 )以上

 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 □ 設計基準強度が36N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 □  高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。    鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS　5　2015による。

    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。    使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書2015) 』によって検討した部材の条件・仕様によること。

(都知事登録            号)(都知事登録            号)(都知事登録            号)(都知事登録            号)(都知事登録            号)(都知事登録            号)(都知事登録            号) 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名 　　　　試験・検査機関名

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 全般全般全般全般全般全般全般

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法試験方法

目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測

JIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014によるJIS Z 3062:2014による

JIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014によるJIS Z 3120:2014による

全般全般全般全般全般全般全般

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％

目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測

全般全般全般全般全般全般全般

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり抜取り1検査ロット当たり

（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％

目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測目視又は計測

□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査

□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査

注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。注）1　抜取り 1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。

注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験注）2　ガス圧縮部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験

 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。 　　　も併用し、1回引張試験は 5本以上とする。

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

JIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011による

JRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017によるJRJS Z 0003:2017による

JRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017によるJRJS 0005:2017による

JIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011によるJIS Z 2241:2011による

引 張 試 験引 張 試 験引 張 試 験引 張 試 験引 張 試 験引 張 試 験引 張 試 験検査の種類検査の種類検査の種類検査の種類検査の種類検査の種類検査の種類

 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 □  コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査

■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査

□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査□引張試験による検査

■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査

■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査

■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査■外観検査

■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査■超音波探傷検査

（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％

（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％（　）箇所又は（　）％

（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％（30）箇所又は（　）％

（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％（10）箇所又は（　）％

 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 □  鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。

ＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）

2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園
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基礎スラブ筋基礎スラブ筋基礎スラブ筋基礎スラブ筋基礎スラブ筋基礎スラブ筋基礎スラブ筋

Aの拡大図Aの拡大図Aの拡大図Aの拡大図Aの拡大図Aの拡大図Aの拡大図

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

dododododododoあきあきあきあきあきあきあきdododododododo

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋     d. 単純梁の下端筋

図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の

　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点
180゜フック180゜フック180゜フック180゜フック180゜フック180゜フック180゜フック

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点 折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック

135゜フック135゜フック135゜フック135゜フック135゜フック135゜フック135゜フック

（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎

① 場所打ち杭① 場所打ち杭① 場所打ち杭① 場所打ち杭① 場所打ち杭① 場所打ち杭① 場所打ち杭

斫り部分斫り部分斫り部分斫り部分斫り部分斫り部分斫り部分

杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ杭間隔は2xφかつ

鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは
100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする

スペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサー
フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000
(各４ヶ所)(各４ヶ所)(各４ヶ所)(各４ヶ所)(各４ヶ所)(各４ヶ所)(各４ヶ所)

杭頭処理要領杭頭処理要領杭頭処理要領杭頭処理要領杭頭処理要領杭頭処理要領杭頭処理要領

10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d
フック付きフック付きフック付きフック付きフック付きフック付きフック付き

HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接

コンクリート面コンクリート面コンクリート面コンクリート面コンクリート面コンクリート面コンクリート面

AAAAAAA

BBBBBBB

******* ******* *******

** **** *
** **** *

** **** *

杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による杭頭補強要領は特記による

A拡大図A拡大図A拡大図A拡大図A拡大図A拡大図A拡大図
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2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上

d:基礎筋の径d:基礎筋の径d:基礎筋の径d:基礎筋の径d:基礎筋の径d:基礎筋の径d:基礎筋の径
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② PHC杭② PHC杭② PHC杭② PHC杭② PHC杭② PHC杭② PHC杭

（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強（３）基礎接合部の補強

*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする*印筋はD10-@200とする

H≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とするH≦300 * 印筋は不要とする

do:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋のdo:基礎筋・ハカマ筋の

  細いほうの径  細いほうの径  細いほうの径  細いほうの径  細いほうの径  細いほうの径  細いほうの径Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上Lo≧100かつ4d+70以上

B拡大図B拡大図B拡大図B拡大図B拡大図B拡大図B拡大図

◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ◎印鉄筋は曲げ上げ

  なくてよい  なくてよい  なくてよい  なくてよい  なくてよい  なくてよい  なくてよい溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

許 容 差許 容 差許 容 差許 容 差許 容 差許 容 差許 容 差

±15±15±15±15±15±15±15a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目

D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下
主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋

a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長加 工 後 の 全 長

あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋

±20±20±20±20±20±20±20a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

± 5± 5± 5± 5± 5± 5± 5

±20±20±20±20±20±20±20LLLLLLL

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)
寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法

各加工各加工各加工各加工各加工各加工各加工

鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

フック付き定着の長さLフック付き定着の長さLフック付き定着の長さLフック付き定着の長さLフック付き定着の長さLフック付き定着の長さLフック付き定着の長さL

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面 圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

()内はSD490の場合()内はSD490の場合()内はSD490の場合()内はSD490の場合()内はSD490の場合()内はSD490の場合()内はSD490の場合

(１)直接基礎(１)直接基礎(１)直接基礎(１)直接基礎(１)直接基礎(１)直接基礎(１)直接基礎

 (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること) (配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること)

300＜H≦1000300＜H≦1000300＜H≦1000300＜H≦1000300＜H≦1000300＜H≦1000300＜H≦1000

WWWWWWW

鉄筋A鉄筋A鉄筋A鉄筋A鉄筋A鉄筋A鉄筋A

45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d

35d35d35d35d35d35d35d50d50d50d50d50d50d50d

30d30d30d30d30d30d30d45d45d45d45d45d45d45d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d

50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

55d55d55d55d55d55d55d 40d40d40d40d40d40d40d

50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点
(鉄筋A)(鉄筋A)(鉄筋A)(鉄筋A)(鉄筋A)(鉄筋A)(鉄筋A)

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点
(鉄筋B)(鉄筋B)(鉄筋B)(鉄筋B)(鉄筋B)(鉄筋B)(鉄筋B)

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

ののののののの

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

18181818181818

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

18181818181818

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

鉄筋B鉄筋B鉄筋B鉄筋B鉄筋B鉄筋B鉄筋B

DDDDDDD

DDDDDDD DDDDDDD

2h2h2h2h2h2h2h

3h3h3h3h3h3h3h

2h2h2h2h2h2h2h

L L L L L L L 

L L L L L L L 2222222

2222222

L L L L L L L 2222222

3333333

1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上
(1.5d)(1.5d)(1.5d)(1.5d)(1.5d)(1.5d)(1.5d)

bbbbbbb

2h2h2h2h2h2h2h

2h2h2h2h2h2h2h
3333333

1111111 1111111

1111111 1111111

2h2h2h2h2h2h2h

1111111

2222222

22 2222 2 22 2222 2

1111111

1111111

2h2h2h2h2h2h2h

2h2h2h2h2h2h2h

3333333

1111111

1111111

1h1h1h1h1h1h1h

1h1h1h1h1h1h1h

bbbbbbb

L L L L L L L 

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度
鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に
よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分

3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上 D16以下 D16以下 D16以下 D16以下 D16以下 D16以下 D16以下

D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

 D41以下 D41以下 D41以下 D41以下 D41以下 D41以下 D41以下SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

 D25以下 D25以下 D25以下 D25以下 D25以下 D25以下 D25以下

 D29～D41 D29～D41 D29～D41 D29～D41 D29～D41 D29～D41 D29～D41 6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD49090゜90゜90゜90゜90゜90゜90゜

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

180゜180゜180゜180゜180゜180゜180゜

135゜135゜135゜135゜135゜135゜135゜

90゜90゜90゜90゜90゜90゜90゜

180°180°180°180°180°180°180°

90°90°90°90°90°90°90°

余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上

135°135°135°135°135°135°135°

余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上

図図図図図図図
鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ
内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)

(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工(１) 鉄筋の折り曲げ加工

(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差(２) 加工寸法の許容差

[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。[注]　(１) 各加工寸法び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき(３) 鉄筋のあき

(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック(４) 鉄筋のフック

     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。     a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)     b. 煙突の鉄筋 (壁の一部となる場合を含む)

     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分     c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）        および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所     e. その他、本配筋標準に記載する箇所

小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内

折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 折り曲げ定着の投影定着長さL 

Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）
   2   2   2   2   2   2   2

(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。(２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点(３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。(１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。３．鉄筋径dの差が 7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。     以降のフック部は継手長さに含まない。

[注][注][注][注][注][注][注]

・ガス圧接形状・ガス圧接形状・ガス圧接形状・ガス圧接形状・ガス圧接形状・ガス圧接形状・ガス圧接形状 (平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)及び内部欠損がないもの)

(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。(４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、(３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　 折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、(１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、[注][注][注][注][注][注][注]

(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。(１）dは呼び名に用いた数値とする。

(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。(２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は 12d以上とする。

(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、(３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。　　 余長は 4d以上とする。

(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。(４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い(５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さ<する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。

(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を(６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。　　 行い、支障ないことを確認した上で、エ事監理者の承認を得る。

[注][注][注][注][注][注][注]

６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上３．②の鉄筋はD13以上

４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする

ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

②ベタ基礎②ベタ基礎②ベタ基礎②ベタ基礎②ベタ基礎②ベタ基礎②ベタ基礎

３．杭・基礎３．杭・基礎３．杭・基礎３．杭・基礎３．杭・基礎３．杭・基礎３．杭・基礎

①独立基礎①独立基礎①独立基礎①独立基礎①独立基礎①独立基礎①独立基礎

2222222

L L L L L L L 
（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）

L L L L L L L 
（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）

1111111 1h1h1h1h1h1h1h

ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋
ハ
カ
マ

筋

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう

           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径           d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 (径)　　　D･･･部材の成、又は鉄筋内法直径

ＬＬＬＬＬＬＬ

           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　           ST･･･あばら筋　　　HOOP･･･帯筋　　　S.HOOP･･･補強帯筋　

           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ           @･･･間隔　　 r･･･半径　　 Ｃ･･･中心線　　 o･･･部分間の内法距離　　 ho･･･部材間の内法高さ

(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(２) 記号(２) 記号(２) 記号(２) 記号(２) 記号(２) 記号(２) 記号

(６) 継手(６) 継手(６) 継手(６) 継手(６) 継手(６) 継手(６) 継手

定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

ののののののの

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋 スラブ下端筋スラブ下端筋スラブ下端筋スラブ下端筋スラブ下端筋スラブ下端筋スラブ下端筋

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)LaLaLaLaLaLaLa LbLbLbLbLbLbLb
Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）Fc（N/mm ）

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d40d40d40d40d40d40d40d18181818181818

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d21212121212121

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

25d25d25d25d25d25d25d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

25d25d25d25d25d25d25d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d18181818181818

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d21212121212121

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

25d25d25d25d25d25d25d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d21212121212121

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

15d15d15d15d15d15d15d35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 15d15d15d15d15d15d15d39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45

15d15d15d15d15d15d15d30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27 ーーーーーーー

ーーーーーーー40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

ーーーーーーー35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d48～6048～6048～6048～6048～6048～6048～60

ーーーーーーー40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d39～4539～4539～4539～4539～4539～4539～45
ーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

20d20d20d20d20d20d20d 10d10d10d10d10d10d10d

10d10d10d10d10d10d10d

かつかつかつかつかつかつかつ

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

一般一般一般一般一般一般一般

   2   2   2   2   2   2   2

L L L L L L L 
（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）

2h2h2h2h2h2h2h L L L L L L L 
（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）

L L L L L L L 
（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）

3h3h3h3h3h3h3h 33333333333333

鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別

(５) 定着長さ(５) 定着長さ(５) 定着長さ(５) 定着長さ(５) 定着長さ(５) 定着長さ(５) 定着長さ

2222222直線定着の長さL 直線定着の長さL 直線定着の長さL 直線定着の長さL 直線定着の長さL 直線定着の長さL 直線定着の長さL 

90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック90゜フック

(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)

下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 下端筋の直線定着の長さL 3333333

(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)(小梁・スラブ)

3h3h3h3h3h3h3h下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  下端筋のフック付き定着の長さL  

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa

D29以上 D41以下D29以上 D41以下D29以上 D41以下D29以上 D41以下D29以上 D41以下D29以上 D41以下D29以上 D41以下

     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋     a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

2222222L L L L L L L 
（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）（フックなし）

L L L L L L L 
（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）（フックあり）

(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。(２）フツク部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手

重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ

直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 直線重ね継手の長さL 

フック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さLフック付き重ね継手の長さL

■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点
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目

)
(
一

段
目
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(
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目

)
(
一

段
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)
(
一

段
目

)
(
一

段
目

)

(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）(２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

④ プレート定着④ プレート定着④ プレート定着④ プレート定着④ プレート定着④ プレート定着④ プレート定着

 溶接継手 溶接継手 溶接継手 溶接継手 溶接継手 溶接継手 溶接継手

機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

またはまたはまたはまたはまたはまたはまたは

打継ぎ部打継ぎ部打継ぎ部打継ぎ部打継ぎ部打継ぎ部打継ぎ部

は使用してはいけないは使用してはいけないは使用してはいけないは使用してはいけないは使用してはいけないは使用してはいけないは使用してはいけない

必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」必要な定着長さが不足する箇所」

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋のフックは「柱頭の四隅の
鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、鉄筋並びにはりのせいが小さく、

② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着② 90°フック付直線定着

③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着③ 折曲げ定着

（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）

(ロ)(ロ)(ロ)(ロ)(ロ)(ロ)(ロ) (ハ)(ハ)(ハ)(ハ)(ハ)(ハ)(ハ)(イ)(イ)(イ)(イ)(イ)(イ)(イ)

又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本

拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋

6φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@1000

6φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@10006φ-@1000

第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋

目目 目目目目 目 　型　型　型　型　型　型　型

10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上

ＬＬＬＬＬＬＬ

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋第１帯筋

口　型口　型口　型口　型口　型口　型口　型

日　型日　型日　型日　型日　型日　型日　型

135°135°135°135°135°135°135°

イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型） ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型）ロ Ｗ型（溶接閉鎖型） ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）ハ Ｓ型（スパイラル型）

150以下150以下150以下150以下150以下150以下150以下

(３）帯　筋(３）帯　筋(３）帯　筋(３）帯　筋(３）帯　筋(３）帯　筋(３）帯　筋

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会

※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

４．地中梁４．地中梁４．地中梁４．地中梁４．地中梁４．地中梁４．地中梁

(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）(１) 独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)
*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない*上端主筋の定着は、やむをえない

場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる場合、上向きとすることができる

(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

[注][注][注][注][注][注][注] (イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、(イ）で、   を使用してよいが、

(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は(ロ）では、 あばら筋の継手は

180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。180゜フック付きとする。

*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる

*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径*一般のあばら筋と同径

のものを２本束ねるのものを２本束ねるのものを２本束ねるのものを２本束ねるのものを２本束ねるのものを２本束ねるのものを２本束ねる

(６)  絞り(６)  絞り(６)  絞り(６)  絞り(６)  絞り(６)  絞り(６)  絞り (a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150(a) e≦D/6かつ150 (b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6(b) 150≧e＞D/6

５．柱５．柱５．柱５．柱５．柱５．柱５．柱

(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置(１）柱主筋の継手位置 （２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着（２）柱主筋の定着

により増強する。 により増強する。 により増強する。 により増強する。 により増強する。 により増強する。 により増強する。 

場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記場合はかご鉄筋で補強、または特記

(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)(c) e=150以上(下図を参考に設計図書に追記する)

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する範囲を拘束筋で拘束する

□ 図示による□ 図示による□ 図示による□ 図示による□ 図示による□ 図示による□ 図示による

(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持(４）寄せ筋の保持 (５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強(５) 柱脚部の補強

ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)ａ＝1.5×(呼び名の数値)

Ｌは50d以上かつＬは50d以上かつＬは50d以上かつＬは50d以上かつＬは50d以上かつＬは50d以上かつＬは50d以上かつ
300mm以上とする。300mm以上とする。300mm以上とする。300mm以上とする。300mm以上とする。300mm以上とする。300mm以上とする。

　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする

注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、注３．フックおよび継手の位置は、

　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上

末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上末端部の添巻は1.5巻以上

とするとするとするとするとするとするとする
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最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階

フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

ＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣ

一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階

柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合

※2※2※2※2※2※2※2

第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋

印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋とつり上げ筋は、一般のあばら筋と

同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする同サイズを２本巻きとする

一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階一　般　階 最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階最　上　階

６．大梁６．大梁６．大梁６．大梁６．大梁６．大梁６．大梁

(１）定着(１）定着(１）定着(１）定着(１）定着(１）定着(１）定着

ａ -般ａ -般ａ -般ａ -般ａ -般ａ -般ａ -般

2222222

※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部※2 柱幅が大きくて、直線部

だけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でもだけでL がとれる場合でも2222222

柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ柱中心線を超えて中間折曲げ

テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°テール長150以上又は180°

フック付とする　フック付とする　フック付とする　フック付とする　フック付とする　フック付とする　フック付とする　

ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台ｂ　ハンチがある場台

(ｍｍ)(ｍｍ)(ｍｍ)(ｍｍ)(ｍｍ)(ｍｍ)(ｍｍ)

部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名 部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名部 材 名

しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置

は継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好ま

※ D = 大梁成※ D = 大梁成※ D = 大梁成※ D = 大梁成※ D = 大梁成※ D = 大梁成※ D = 大梁成

（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手 （SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特配による）

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ ｃｃｃｃｃｃｃ ｄｄｄｄｄｄｄ ｅｅｅｅｅｅｅ

（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型 （注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ 、

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。

（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。（ロ）フックの位置は ａ  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。

（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工

腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋

Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要Ｄ＜600　不要

600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900 2-D10　１段2-D10　１段2-D10　１段2-D10　１段2-D10　１段2-D10　１段2-D10　１段

900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200900≦Ｄ＜1200 4-D10　２段4-D10　２段4-D10　２段4-D10　２段4-D10　２段4-D10　２段4-D10　２段

1200≦Ｄ1200≦Ｄ1200≦Ｄ1200≦Ｄ1200≦Ｄ1200≦Ｄ1200≦Ｄ D10@300以内D10@300以内D10@300以内D10@300以内D10@300以内D10@300以内D10@300以内

D13@300以内D13@300以内D13@300以内D13@300以内D13@300以内D13@300以内D13@300以内1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋 D10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付けるD10@1000以内で割り付ける

(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着(６) 梁主筋の定着

① 直線定着① 直線定着① 直線定着① 直線定着① 直線定着① 直線定着① 直線定着 外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部 内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋

※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に

※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、※プレ一卜定着には性能証明等を取得した材料を用い、

  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。  プレ一ト定着を用いてはならない。
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注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着注:点線は下端筋の曲下げ定着

ことを原則とすることを原則とすることを原則とすることを原則とすることを原則とすることを原則とすることを原則とする

折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える折曲げ起点は3/4Dを超える

L を示すL を示すL を示すL を示すL を示すL を示すL を示す2222222
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柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない柱、梁の定着L 以上が確保されない
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0000000※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による※1 主筋のカットオフ長さは　 /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による
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3/4D以上3/4D以上3/4D以上3/4D以上3/4D以上3/4D以上3/4D以上
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※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※ 主筋のカットオフ長さは  O/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による

22 2222 2

22 2222 2 L
 

L
 L
 

L
 L
 

L
 L
 

1h1h 1
h

1h1
h

1h 1
h

※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による※主筋のカットオフ長さは   /4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項表6-1による
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拘束筋は以下による拘束筋は以下による拘束筋は以下による拘束筋は以下による拘束筋は以下による拘束筋は以下による拘束筋は以下による

□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ□ 帯筋と同径・同ピッチ、 X・Y 2巻づつ
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あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋
(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)

L L L L L L L aaaaaaa
あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋あばら筋補強筋
(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)(設計図書による)

表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材表6-1 特別なカットオフ長さを要する部材

※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による※ねじれを受ける梁は特記による

梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合や梁成の大きい場合やfffffff

SRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まりSRC造のあばら筋の納まり

に便用することができる。に便用することができる。に便用することができる。に便用することができる。に便用することができる。に便用することができる。に便用することができる。
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  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。  その工法の適用範囲と仕様を確認する。
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構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室
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〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1 TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688

鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３）鉄筋コンクリート構造標準配筋図（３） NONNONNONNONNONNONNON 　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号 FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166
2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03 S-005S-005S-005S-005S-005S-005S-005 武村武村武村武村武村武村武村 武村武村武村武村武村武村武村 竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園

NONNONNONNONNONNONNON 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔

平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会平成２７年５月１日　発行　一般社団法人 東京都建築士事務所協会　監修　東京都建集構造行政連絡会

(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋(６) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋
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一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合

望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲

又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa
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ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

平面図平面図平面図平面図平面図平面図平面図

※※※※※※※

平面図平面図平面図平面図平面図平面図平面図

立面図立面図立面図立面図立面図立面図立面図

STRP上に配置STRP上に配置STRP上に配置STRP上に配置STRP上に配置STRP上に配置STRP上に配置
主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置(上端）(上端）(上端）(上端）(上端）(上端）(上端）

跳上げ止跳上げ止跳上げ止跳上げ止跳上げ止跳上げ止跳上げ止
D10D10D10D10D10D10D10

(下端）(下端）(下端）(下端）(下端）(下端）(下端）
配カ筋配カ筋配カ筋配カ筋配カ筋配カ筋配カ筋

上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置上端筋の継手位置

下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置

下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置下端筋の継手位置

肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上

D13D13D13D13D13D13D13

バ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－ト バ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－ト

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）（開口の径500以下程度の場合）

周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13

各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13 各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13各2 - D13

各2 - D16各2 - D16各2 - D16各2 - D16各2 - D16各2 - D16各2 - D16各2 - D19各2 - D19各2 - D19各2 - D19各2 - D19各2 - D19各2 - D19

     Ｄ≦150     Ｄ≦150     Ｄ≦150     Ｄ≦150     Ｄ≦150     Ｄ≦150     Ｄ≦150

150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300150＜Ｄ≦300

300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500300＜Ｄ≦500

各1 - D13各1 - D13各1 - D13各1 - D13各1 - D13各1 - D13各1 - D13
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D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D
≦

H≦
2
D

D13D13D13D13D13D13D13

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット

パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット 手摺手摺手摺手摺手摺手摺手摺

※※※※※※※

a≦150a≦150a≦150a≦150a≦150a≦150a≦150
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強
筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

D10D10D10D10D10D10D10

梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける梁端部（スパン   /10以内かつ2D以内）は原則として避ける

 c 床に c 床に c 床に c 床に c 床に c 床に c 床に

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には段差hが h>D-   D - B  となる場合には

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

面面面面面面面

正正正正正正正

ハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せいハンチがある場合の有効せい

ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。ハンチの検討をする。

を入れるを入れるを入れるを入れるを入れるを入れるを入れる

先
端

小
梁

先
端

小
梁

先
端

小
梁

先
端

小
梁

先
端

小
梁

先
端

小
梁

先
端

小
梁

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋

段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例段差部でハンチを設ける例

圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲圧接・継手中心位置の好ましい範囲

一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)一般床スラブ (四辺固定)

床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部

注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。注　　≧　　とする。

一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋
出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋

注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋によって切断される鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）（開口補強筋については計算により確認すること）

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

a 小梁の定着a 小梁の定着a 小梁の定着a 小梁の定着a 小梁の定着a 小梁の定着a 小梁の定着

c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置c 小梁筋の継手位置
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(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強(８) 打継ぎ補強

(７) 釜場(７) 釜場(７) 釜場(７) 釜場(７) 釜場(７) 釜場(７) 釜場

(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり(５) 耐震壁端部の納まり

巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋

b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)b 段差小梁の配筋(連続端の場合)

斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋

孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

 a 梁に a 梁に a 梁に a 梁に a 梁に a 梁に a 梁に

９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁

７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁７.小梁、片持梁 ８．床　版８．床　版８．床　版８．床　版８．床　版８．床　版８．床　版

(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着および継手(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着

(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁(４) コンクリ－トブロック帳壁

(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強(３) 片持床スラブ定着及び出隅部補強

(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強(４) 床版開口部の補強

(５) 床版段差(５) 床版段差(５) 床版段差(５) 床版段差(５) 床版段差(５) 床版段差(５) 床版段差

(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト(６) 土間コンクリ－ト

(２) スリット部(２) スリット部(２) スリット部(２) スリット部(２) スリット部(２) スリット部(２) スリット部

(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット(３) 手摺、パラペット

(２) 梁(２) 梁(２) 梁(２) 梁(２) 梁(２) 梁(２) 梁

(１) 柱(１) 柱(１) 柱(１) 柱(１) 柱(１) 柱(１) 柱

(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強(２) 屋根スラブの補強

 d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図） d 壁と壁（平面図）

b ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強するb ※の個所 (入隅) は各階補強する

  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。  配筋の際かぷり厚に注意すること。

a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。  径で   =1500とし、上端筋の上に配筋する。

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする　

補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。

小梁外端小梁外端小梁外端小梁外端小梁外端小梁外端小梁外端

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい

直線定着としてよい直線定着としてよい直線定着としてよい直線定着としてよい直線定着としてよい直線定着としてよい直線定着としてよい
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    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合    又は、隣接する梁へ定着する場合

a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着a 片持床スラブ定着

※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の

配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。

同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に

 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間 a 軽作業の土間

 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部 b 間仕切壁との交叉部

（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）（ダメ穴打断面について）

●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上●無筋部分D10-@200　長さ800以上

折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200

D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上注) t : 底盤と同厚以上

STRPSTRPSTRPSTRPSTRPSTRPSTRP
底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋

底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋底盤と同配筋

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること注）継手部は必ずモルタルを充填すること

注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。

D13D13D13D13D13D13D13

D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

D10@600D10@600D10@600D10@600D10@600D10@600D10@600

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 120以上120以上120以上120以上120以上120以上120以上

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブル

D13D13D13D13D13D13D13

D10@200ダブルD10@200ダブルD10@200ダブルD10@200ダブルD10@200ダブルD10@200ダブルD10@200ダブル

（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による）

柱柱柱柱柱柱柱

シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )シーリング材使用(耐火構造用目地材 )

D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)

ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度

（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）（設計図に記入のあるとき）

シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋 ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

D13D13D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13D13D13 2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上 2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合

受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合

受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10

ｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じｲ は壁配筋と同じ

横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を

配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

EWEWEWEWEWEWEW

EWEWEWEWEWEWEW

EWEWEWEWEWEWEW

EWEWEWEWEWEWEW

増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと

●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm●ハッチ部分の面積 Acm

A＜500A＜500A＜500A＜500A＜500A＜500A＜500

3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16 4-D164-D164-D164-D164-D164-D164-D16

500≦A＜1000500≦A＜1000500≦A＜1000500≦A＜1000500≦A＜1000500≦A＜1000500≦A＜1000

補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋

●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。●増打ち50以下は補強なし。

●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。●150 以上の増打ちは図示による。a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150a≦D/10 かつ a≦150

●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。●印は補強筋を示す。
ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150ａ及びａ’≦150

あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋

a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150a≦D/7 かつ a≦150補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。●印は補強筋示す。

せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない

□製品名□製品名□製品名□製品名□製品名□製品名□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）(２) 既製品(２) 既製品(２) 既製品(２) 既製品(２) 既製品(２) 既製品(２) 既製品

(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲(１) 設置可能範囲

主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達主筋の定着長さで小梁の応カを伝達 終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達終端と同じ定着方法として、あばら筋にカを伝達

(単独小梁両端)(単独小梁両端)(単独小梁両端)(単独小梁両端)(単独小梁両端)(単独小梁両端)(単独小梁両端)

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着(１) 定着

D13D13D13D13D13D13D13

25d25d25d25d25d25d25d

o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4
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o/6o/6o/6o/6o/6o/6o/6 o/2o/2o/2o/2o/2o/2o/2 o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4 o/2o/2o/2o/2o/2o/2o/2 o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4

又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa

8d8d8d8d8d8d8d

x/4x/4x/4x/4x/4x/4x/4
x/2x/2x/2x/2x/2x/2x/2

y/2y/2y/2y/2y/2y/2y/2
x/4x/4x/4x/4x/4x/4x/4

※※※※※※※

φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1

o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4

o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4

     持記がない場合     持記がない場合     持記がない場合     持記がない場合     持記がない場合     持記がない場合     持記がない場合

d 片持梁の定着d 片持梁の定着d 片持梁の定着d 片持梁の定着d 片持梁の定着d 片持梁の定着d 片持梁の定着

直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上直線定着の場合は25d以上

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）
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正  面正  面正  面正  面正  面正  面正  面
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ハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せいハンチがない場合の有効せい
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(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着(c) 隣接する梁がある場合で柱定着

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

2222222

2222222

22 2222 2

(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着(ｂ) 先端小梁の定着
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11111111/21/21/21/21/21/21/2

22 2222 2

注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。注　 ≧　 とする。1111111 2222222
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1111111●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L  以上

又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa又はLa

ｔｔｔｔｔｔｔ

2222222

11 1111 1
11 1111 1

2222222

2222222 2222222

 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。 壁筋にフックを設けない場合のLはL  とする。2222222
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22 2222 2
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2222222 22222222222222

2222222 2222222

            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル            EW180～200の場合4-D13@100シングル

注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。            EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

最下階最下階最下階最下階最下階最下階最下階

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

2222222

2222222

2222222

2222222

θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜

θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜θ≒45゜

θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜
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　以上）とする。　以上）とする。　以上）とする。　以上）とする。　以上）とする。　以上）とする。　以上）とする。

　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。

●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。●増打ち50以下補強なし。

●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。●150以上の増打ちは図示による。

●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。

●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

※Lbかつ※Lbかつ※Lbかつ※Lbかつ※Lbかつ※Lbかつ※Lbかつ

注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の注) 設計図にカットオフ位置の

o/6o/6o/6o/6o/6o/6o/6
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かつ※B/2以上かつ※B/2以上かつ※B/2以上かつ※B/2以上かつ※B/2以上かつ※B/2以上かつ※B/2以上

小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の小梁上端筋と同等の

あばら筋を配置あばら筋を配置あばら筋を配置あばら筋を配置あばら筋を配置あばら筋を配置あばら筋を配置

注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。注) 上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。

ooooooo

元端部元端部元端部元端部元端部元端部元端部先端部先端部先端部先端部先端部先端部先端部

2/3   +15d以上2/3   +15d以上2/3   +15d以上2/3   +15d以上2/3   +15d以上2/3   +15d以上2/3   +15d以上ooooooo

L L L L L L L 2222222

(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置(a) 先端部の範囲とカットオフ位置

かつL 以上かつL 以上かつL 以上かつL 以上かつL 以上かつL 以上かつL 以上
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下端筋位置迄下端筋位置迄下端筋位置迄下端筋位置迄下端筋位置迄下端筋位置迄下端筋位置迄

折り下げること折り下げること折り下げること折り下げること折り下げること折り下げること折り下げること
片持ち梁片持ち梁片持ち梁片持ち梁片持ち梁片持ち梁片持ち梁

大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋大梁主筋

(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着(ｄ) 隣接する梁がない場合で柱定着
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注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強b 片持床スラブ出隅部補強

(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋) (出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)
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全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断
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D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150L L L L L L L 1111111

22 2222 2
22 2222 2

を
超

え
る

を
超

え
る

を
超

え
る

を
超

え
る

を
超

え
る

を
超

え
る

を
超

え
る

22 2222 2

22 2222 2

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上
かつ8d以上かつ8d以上かつ8d以上かつ8d以上かつ8d以上かつ8d以上かつ8d以上

 b 柱に（平面図） b 柱に（平面図） b 柱に（平面図） b 柱に（平面図） b 柱に（平面図） b 柱に（平面図） b 柱に（平面図）

22 2222 2

2222222

2 2 2 2 2 2 2 

縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に

一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。

10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強10．柱､梁増打コンクリ－ト補強

11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強

ooooooo
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拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋
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22 2222 2
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D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。
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※※※※※※※2222222

部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接 （使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）

フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図AAAAAAAAAAAAAA 平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

fffffff

溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図

Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合Ｋ形の場合

※※※※※※※

7777777 ※※※※※※※

※※※※※※※

４４４４４４４

7777777 ※※※※※※※
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7777777

7777777

４４４４４４４

●●●●●●● ＢＯＸ型ＢＯＸ型ＢＯＸ型ＢＯＸ型ＢＯＸ型ＢＯＸ型ＢＯＸ型

4444444

（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）

※※※※※※※1111111

※※※※※※※

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 （平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）（平継手　Ｔ形継手）

7777777

1111111

2222222

3333333

4444444

5555555

6666666

7777777

8888888

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,

スカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

フラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部で
溶接する事｡溶接する事｡溶接する事｡溶接する事｡溶接する事｡溶接する事｡溶接する事｡

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱
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内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

AAAAAAAAAAAAAA 断面断面断面断面断面断面断面

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図
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※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ttttttt
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溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

θθθθθθθ GGGGGGG LLLLLLLt1t1t1t1t1t1t1

6666666 6666666 66666665555555 5555555

9999999 66666669999999 99999998888888 8888888

9999999 9999999 99999998888888 88888889999999

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

θθθθθθθ GGGGGGG t1t1t1t1t1t1t1 LLLLLLL
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のど厚㎜のど厚㎜のど厚㎜のど厚㎜のど厚㎜のど厚㎜のど厚㎜ 余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜
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溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

θθθθθθθ θθθθθθθGGGGGGG GGGGGGGt1t1t1t1t1t1t1 t1t1t1t1t1t1t1LLLLLLL LLLLLLL
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6666666
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4.54.54.54.54.54.54.5
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柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合柱が途中で折れる場合

〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉〈　柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合　〉

ダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490B

4444444

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと

θθθθθθθ

ttttttt

θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜θ＝７５゜～１０５゜

ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚

※※※※※※※ 2222222

大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は

溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板

に注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のこと

※※※※※※※2222222 t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は, 3333333 ～～～～～～～ 5555555 とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡

材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

(4)(4)(4)(4)(4)(4)(4)

一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項1.1.1.1.1.1.1. 2.2.2.2.2.2.2.

構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による構造設計特記仕様による

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

工作一般工作一般工作一般工作一般工作一般工作一般工作一般

高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合

溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合

Ⅲ）Ⅲ）Ⅲ）Ⅲ）Ⅲ）Ⅲ）Ⅲ）

溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、

Ⅳ）Ⅳ）Ⅳ）Ⅳ）Ⅳ）Ⅳ）Ⅳ）

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

(4)(4)(4)(4)(4)(4)(4)

仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

(C)(C)(C)(C)(C)(C)(C)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(C)(C)(C)(C)(C)(C)(C) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。るよう注意して行う。るよう注意して行う。るよう注意して行う。るよう注意して行う。るよう注意して行う。るよう注意して行う。

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）叉はJISZ3841（半自動溶接）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器

交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ） 溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ） 溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器溶接棒乾燥器

溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）
アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

(f)(f)(f)(f)(f)(f)(f)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)

(e)(e)(e)(e)(e)(e)(e)

(C)(C)(C)(C)(C)(C)(C)

VVVVVVV立向立向立向立向立向立向立向 HHHHHHH横向横向横向横向横向横向横向 OOOOOOO上向上向上向上向上向上向上向FFFFFFF下向下向下向下向下向下向下向

良良良良良良良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 良良良良良良良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。 開先面開先面開先面開先面開先面開先面開先面

エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上エンドタブの長さは、ＭＣ：35㎜以上

ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、

裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金

（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

（二）（二）（二）（二）（二）（二）（二） ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法

裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金 ：開先角度：開先角度：開先角度：開先角度：開先角度：開先角度：開先角度θθθθθθθ
：ルート間隔：ルート間隔：ルート間隔：ルート間隔：ルート間隔：ルート間隔：ルート間隔

θθθθθθθ

（ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ）（ホ） 裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり

（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ）（ヘ） 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、養生を行う

塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)

GGGGGGG

GGGGGGG

（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）（単位ｍｍ）
（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長

但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする
ｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とするｔはｔ１、ｔ２の小なる方とする
余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする
軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同軸力が加わる場合のＳは母材と同
厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい厚とすることが望ましい

45°45°45°45°45°45°45°

7777777 10101010101010 12121212121212SSSSSSS

ttttttt

ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜ｔ≦16㎜

7以下7以下7以下7以下7以下7以下7以下

6666666

8～108～108～108～108～108～108～10 11～1311～1311～1311～1311～1311～1311～13 14～1614～1614～1614～1614～1614～1614～16

t1t1t1t1t1t1t1 SSSSSSSSSSSSSS

SSSSSSS

t2t2t2t2t2t2t2

ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１

ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜ｔ／4≦f≦10㎜
t1t1t1t1t1t1t1

D1D1D1D1D1D1D1

fffffff

G=0G=0G=0G=0G=0G=0G=0

t1t1t1t1t1t1t1

fffffff

D1D1D1D1D1D1D1

θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜

θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜

fffffff

ttttttt

ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜

GGGGGGG

θθθθθθθ

fffffff

ttttttt

t1t1t1t1t1t1t1
LLLLLLL

ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜
25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上

Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛

fffffff

fffffff
1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t

2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t
ttttttt

ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜ｔ／4≦　f　≦10㎜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜θ＝60゜

（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 ㎜とする）

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面

aaaaaaa

t2t2t2t2t2t2t2

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

1111111

t1t1t1t1t1t1t1ttttttt

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

fffffff

θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）G＝0～2（裏はつり後裏溶接）

R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２

（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）（但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする）

ttttttt

t1t1t1t1t1t1t1

LLLLLLL

25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上

GGGGGGGLLLLLLL

fffffff

　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12　6＜ｔ＜12

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とするフレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする

溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする

プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

ttttttt

SSSSSSS

BBBBBBB

θθθθθθθ
φφφφφφφ

隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

2.52.52.52.52.52.52.5

0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜0 〈　f　≦　3.0㎜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜

19＜ｔ19＜ｔ19＜ｔ19＜ｔ19＜ｔ19＜ｔ19＜ｔ

寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）寸法（㎜）

1111111※※※※※※※

2222222 3333333 ～～～～～～～ 5555555 とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡・又は・又は・又は・又は・又は・又は・又は

※※※※※※※

※※※※※※※

当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと

はりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤはりフランジは,通しダイヤ

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図AAAAAAAAAAAAAA

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細
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※※※※※※※1111111

※※※※※※※1111111

※※※※※※※1111111

※※※※※※※1111111

スカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,

AAAAAAA AAAAAAA

●●●●●●● B.H方式B.H方式B.H方式B.H方式B.H方式B.H方式B.H方式

1111111※※※※※※※

４４４４４４４

※※※※※※※1111111

t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は,t>16mmの場合の溶接は, 2222222 又は又は又は又は又は又は又は ～～～～～～～ 5555555 とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡3333333

※※※※※※※ ※※※※※※※ 印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。印は設計者が記入すること。

※※※※※※※ ※※※※※※※

※※※※※※※ ※※※※※※※

４４４４４４４

1111111※※※※※※※

※※※※※※※1111111

４４４４４４４

3333333 ～～～～～～～ とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡とする｡5555555

断面断面断面断面断面断面断面

●●●●●●● 　　型　　型　　型　　型　　型　　型　　型

鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類 溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料 入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm) パス温度差(℃)パス温度差(℃)パス温度差(℃)パス温度差(℃)パス温度差(℃)パス温度差(℃)パス温度差(℃)

鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件●●●●●●●

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。

エンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いに

25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ

1111111※※※※※※※

※※※※※※※ ※※※※※※※

R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２R≦２

F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V

F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V

F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V

(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)
t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜t2/4 ≦　a　≦　10㎜

F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V

F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V

溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと溶接記号番号を○中に記入のこと※※※※※※※

φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20

の角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないこと

フランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRに

但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。但し、ベースプレートの厚さは除く。

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但し、ショットブラスト、
グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

Ⅰ）Ⅰ）Ⅰ）Ⅰ）Ⅰ）Ⅰ）Ⅰ）

Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）

溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工(g)(g)(g)(g)(g)(g)(g)

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。

エンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部のエンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部の

品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。品質が十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。

ttttttt
35㎜以上35㎜以上35㎜以上35㎜以上35㎜以上35㎜以上35㎜以上
かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。グラインダー仕上げとする。

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得るプレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得る

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm,半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。

但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。但し、溶接性能が確認できれば管理者の承認を得て変更することができる。

スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。スカラップ半径はr1=30～35mmとr2=10mmのダブルアールとする。

但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする但し梁成が D ＝150㎜未満の場合のスカラップは r1＝20㎜とする

r1r1r1r1r1r1r1

r1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mmr1=30～35mm

r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35r1=35

r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10r2=10

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マークを付ける。確認マークを付ける。確認マークを付ける。確認マークを付ける。確認マークを付ける。確認マークを付ける。確認マークを付ける。

なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。なっている部分は、塗装をしない。

16＜t≦4016＜t≦4016＜t≦4016＜t≦4016＜t≦4016＜t≦4016＜t≦40

6≦t≦406≦t≦406≦t≦406≦t≦406≦t≦406≦t≦406≦t≦40

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜0 ＜　f　≦　3.0㎜

ｔ≦4ｔ≦4ｔ≦4ｔ≦4ｔ≦4ｔ≦4ｔ≦4

16≦ｔ≦4016≦ｔ≦4016≦ｔ≦4016≦ｔ≦4016≦ｔ≦4016≦ｔ≦4016≦ｔ≦40

「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に

注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼490N/mm2級鋼

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315
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JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼400N/mm2級鋼

本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。本標準図は、ベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。

セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機セルフシールドアーク溶接機

被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）被覆アーク溶接（ＭＣ、ＭＰ）
セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）セルフシールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

スカラップスカラップスカラップスカラップスカラップスカラップスカラップ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F．VF．VF．VF．VF．VF．VF．V
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40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下 350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下
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柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。

及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合及び梁成が異なる場合
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武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号
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TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）
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水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合
既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板） 折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工

継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他３．３．３．３．３．３．３．

部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材

１１ １１１１ １

４４４４４４４

４４４４４４４

１１１１１１１

１１１１１１１

１１１１１１１

１１１１１１１

６６６６６６６

１１１１１１１

１１１１１１１

１１１１１１１

１１１１１１１

あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）

スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材 補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材

梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター梁との溶接およびコネクター

形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース

鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図鉄 骨 構 造 標 準 図 （２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）
※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

（Ｐ）（Ｐ）（Ｐ）（Ｐ）（Ｐ）（Ｐ）（Ｐ）

穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） 標準標準標準標準標準標準標準最小最小最小最小最小最小最小

ピッチピッチピッチピッチピッチピッチピッチ最小縁端距離最小縁端距離最小縁端距離最小縁端距離最小縁端距離最小縁端距離最小縁端距離（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）（ｅ）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）の標準の標準の標準の標準の標準の標準の標準（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２） （３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ (1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) N－ 径N－ 径N－ 径N－ 径N－ 径N－ 径N－ 径

8888888

8888888

L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼

※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式※許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚根 巻 き 形 式 柱 脚 埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚埋 込 み 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚露 出 形 式 柱 脚

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト
(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げる
等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)

プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

ベースベースベースベースベースベースベース

≧1.3d≧1.3d≧1.3d≧1.3d≧1.3d≧1.3d≧1.3d

二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット
等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り

止め止め止め止め止め止め止め

座金座金座金座金座金座金座金

に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置

アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心
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総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2

アンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積の

縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表に

示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)

HHHHHHH

帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条
を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)

立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋
(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)

柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅
(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか

大きなほう)大きなほう)大きなほう)大きなほう)大きなほう)大きなほう)大きなほう)
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コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)
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基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋

（１ ）（１ ）（１ ）（１ ）（１ ）（１ ）（１ ）

柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト（ ５）（ ５）（ ５）（ ５）（ ５）（ ５）（ ５）

形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース（ｂ ）（ｂ ）（ｂ ）（ｂ ）（ｂ ）（ｂ ）（ｂ ）

（７ ）（７ ）（７ ）（７ ）（７ ）（７ ）（７ ） （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

（８ ）（８ ）（８ ）（８ ）（８ ）（８ ）（８ ） 柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚柱脚

梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強（１ ０ ）（１ ０ ）（１ ０ ）（１ ０ ）（１ ０ ）（１ ０ ）（１ ０ ）

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上

貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔貫通孔の間隔
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プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面)プレート補強(片面又は両面) パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)パイプとプレート補強(片面)

パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合)パイプ補強(小径の場合) リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強

1111111

1111111

補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板

φ≦ 0.15Dφ≦ 0.15Dφ≦ 0.15Dφ≦ 0.15Dφ≦ 0.15Dφ≦ 0.15Dφ≦ 0.15D

φ≦ D/4φ≦ D/4φ≦ D/4φ≦ D/4φ≦ D/4φ≦ D/4φ≦ D/4

φ≦ D/3φ≦ D/3φ≦ D/3φ≦ D/3φ≦ D/3φ≦ D/3φ≦ D/3

φ≦ 0.4Dφ≦ 0.4Dφ≦ 0.4Dφ≦ 0.4Dφ≦ 0.4Dφ≦ 0.4Dφ≦ 0.4D

補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要

Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）Web板厚以上（片面）

Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）Web板厚以上（両面）

プレート補強の板厚プレート補強の板厚プレート補強の板厚プレート補強の板厚プレート補強の板厚プレート補強の板厚プレート補強の板厚

呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d

M16M16M16M16M16M16M16 18181818181818 40404040404040 28282828282828 22222222222222 40404040404040 40404040404040 60606060606060

M16M16M16M16M16M16M16 2222222222222221(16.5)21(16.5)21(16.5)21(16.5)21(16.5)21(16.5)21(16.5) 28282828282828 (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40) (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40) (60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)
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ト 呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5呼び径+5 9d/59d/59d/59d/59d/59d/59d/5 4d/34d/34d/34d/34d/34d/34d/3

M30M30M30M30M30M30M30 35353535353535 54545454545454 40404040404040

M27M27M27M27M27M27M27 32323232323232 49494949494949 36363636363636

M24M24M24M24M24M24M24 4444444444444429(24.5)29(24.5)29(24.5)29(24.5)29(24.5)29(24.5)29(24.5) 32323232323232 (45)(45)(45)(45)(45)(45)(45) (60)(60)(60)(60)(60)(60)(60) (70)(70)(70)(70)(70)(70)(70)

M22M22M22M22M22M22M22 38383838383838 2828282828282827(22.5)27(22.5)27(22.5)27(22.5)27(22.5)27(22.5)27(22.5) (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40) (55)(55)(55)(55)(55)(55)(55) (60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

M20M20M20M20M20M20M20 34343434343434 2626262626262625(20.5)25(20.5)25(20.5)25(20.5)25(20.5)25(20.5)25(20.5) (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40) (50)(50)(50)(50)(50)(50)(50) (60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

M24M24M24M24M24M24M24 26262626262626 60606060606060 44444444444444 45454545454545 60606060606060 7070707070707032323232323232

M22M22M22M22M22M22M22 24242424242424 55555555555555 38383838383838 28282828282828 40404040404040 55555555555555 60606060606060

M20M20M20M20M20M20M20 22222222222222 50505050505050 34343434343434 26262626262626 40404040404040 50505050505050 60606060606060

（２ ）（２ ）（２ ）（２ ）（２ ）（２ ）（２ ） ピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リスト
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（ 片 側 ）（ 片 側 ）（ 片 側 ）（ 片 側 ）（ 片 側 ）（ 片 側 ）（ 片 側 ）

ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）

１１１１１１１
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ｐｐ ｐｐｐｐ ｐ
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ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）

１１１１１１１

１０１０１０１０１０１０１０ｅｅｅｅｅｅｅ
ｅｅ ｅｅｅｅ ｅ

ｅｅ ｅｅｅｅ ｅ
ｐｐｐｐｐｐｐ ｅｅｅｅｅｅｅ

ＮＮＮＮＮＮＮ

ｅｅ ｅｅｅｅ ｅ

タ イ プタ イ プタ イ プタ イ プタ イ プタ イ プタ イ プ 部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号 ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－（1）（1）（1）（1）（1）（1）（1） （2）（2）（2）（2）（2）（2）（2）

6666666 2－M162－M162－M162－M162－M162－M162－M163333333

3333333 6666666 2－M162－M162－M162－M162－M162－M162－M16

2222222 6666666 2－M162－M162－M162－M162－M162－M162－M16

2222222 6666666 2－M162－M162－M162－M162－M162－M162－M16

2222222 6666666 3－M163－M163－M163－M163－M163－M163－M16

2222222 9999999 3－M203－M203－M203－M203－M203－M203－M20

2222222 9999999 4－M204－M204－M204－M204－M204－M204－M20

1111111 9999999 6666666 4－M204－M204－M204－M204－M204－M204－M20

2222222 9999999 5－M205－M205－M205－M205－M205－M205－M20

1111111 9999999 9999999 4－M204－M204－M204－M204－M204－M204－M20

ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）

ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）
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ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ

２２２２２２２Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）Ｎ　（片側）

１０１０１０１０１０１０１０

１０１０１０１０１０１０１０

Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)Ｎ　(片側)

ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）

（３ ）（３ ）（３ ）（３ ）（３ ）（３ ）（３ ）

径径径径径径径ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ 径径径径径径径

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ
符号符号符号符号符号符号符号 部材部材部材部材部材部材部材

（1）（1）（1）（1）（1）（1）（1） （2）（2）（2）（2）（2）（2）（2） （3）（3）（3）（3）（3）（3）（3）Ｎ1－Ｎ1－Ｎ1－Ｎ1－Ｎ1－Ｎ1－Ｎ1－ Ｎ2－Ｎ2－Ｎ2－Ｎ2－Ｎ2－Ｎ2－Ｎ2－

ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手（４ ）（４ ）（４ ）（４ ）（４ ）（４ ）（４ ）

ＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔ －Ｗｔ－Ｗｔ－Ｗｔ－Ｗｔ－Ｗｔ－Ｗｔ－Ｗｔ

－Ｆｔ－Ｆｔ－Ｆｔ－Ｆｔ－Ｆｔ－Ｆｔ－ＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔ
≧１≧１≧１≧１≧１≧１≧１ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

１１１１１１１ ２２２２２２２

１１１１１１１ ２２２２２２２

ハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ いハ ン チ起 点は 避 けた 方が よ い

リ ブプ レ ートリ ブプ レ ートリ ブプ レ ートリ ブプ レ ートリ ブプ レ ートリ ブプ レ ートリ ブプ レ ート

フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔ１１１１１１１

１１１１１１１ＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔ

１１１１１１１ＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔ ２２２２２２２ＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔＷｔ

ＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔ２２２２２２２

ＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔＦｔ２２２２２２２

　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる　ハ ンチ 勾 配は 普通 1:4程 度 であ るが 構 造図 に よる
フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事フィ ラ プレ ート 併 用の 事

r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上r＞ 8t以 上

高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離 （ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）

＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞ ＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞＜TYPE－2＞ ＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞＜TYPE－1＞

（ 両 面 ）（ 両 面 ）（ 両 面 ）（ 両 面 ）（ 両 面 ）（ 両 面 ）（ 両 面 ）

H－125・60・6・8H－125・60・6・8H－125・60・6・8H－125・60・6・8H－125・60・6・8H－125・60・6・8H－125・60・6・8

H－150・75・5・7H－150・75・5・7H－150・75・5・7H－150・75・5・7H－150・75・5・7H－150・75・5・7H－150・75・5・7

H－175・90・5・8H－175・90・5・8H－175・90・5・8H－175・90・5・8H－175・90・5・8H－175・90・5・8H－175・90・5・8

H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8H－200・100・5.5・8

H－250・125・6・9H－250・125・6・9H－250・125・6・9H－250・125・6・9H－250・125・6・9H－250・125・6・9H－250・125・6・9

H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9H－300・150・6.5・9

H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11

H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11H－350・175・7・11

H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13

H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13H－400・200・8・13

ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）

r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚r:半径 　 t:板 厚
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(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)
AタイプAタイプAタイプAタイプAタイプAタイプAタイプ

Aタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用はAタイプ使用は

＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする＝250㎜以下とする
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注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を 100100100100100100100 ％を行う％を行う％を行う％を行う％を行う％を行う％を行う

フ ラ ン ジフ ラ ン ジフ ラ ン ジフ ラ ン ジフ ラ ン ジフ ラ ン ジフ ラ ン ジ
部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材

PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) (2)(2)(2)(2)(2)(2)(2) (3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)N1－N1－N1－N1－N1－N1－N1－ 径径径径径径径 N2－N2－N2－N2－N2－N2－N2－ 径径径径径径径
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BタイプBタイプBタイプBタイプBタイプBタイプBタイプ CタイプCタイプCタイプCタイプCタイプCタイプCタイプ

エレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピース

PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－ PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－

PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－PL－

35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上
35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上
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符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト
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アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

16φ＝＠20016φ＝＠20016φ＝＠20016φ＝＠20016φ＝＠20016φ＝＠20016φ＝＠200

梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合

デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート

PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6

PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2PL－3.2
PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6PL－1.6

ｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅ

ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ

ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ

3030303030303050505050505050

ｅｅｅｅｅｅｅ

ｅｅｅｅｅｅｅ

300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下 600以下600以下600以下600以下600以下600以下600以下

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－40050-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－400

50－40050－40050－40050－40050－40050－40050－400

受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理受梁へのかかり寸法及び端部処理

PL－50ｘ6PL－50ｘ6PL－50ｘ6PL－50ｘ6PL－50ｘ6PL－50ｘ6PL－50ｘ6

50505050505050

PL－50×6PL－50×6PL－50×6PL－50×6PL－50×6PL－50×6PL－50×6

アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー
ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径
（d）（d）（d）（d）（d）（d）（d）

スリーブ径スリーブ径スリーブ径スリーブ径スリーブ径スリーブ径スリーブ径

剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト剛接合梁継手リスト (SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)

ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）ＰＬ－（３）

注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る注） 端部 を BHと する 場 合の 部材 は 設計 図 によ る

柱D柱D柱D柱D柱D柱D柱D

L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600L－50×50×6　　＠≦600

50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200
１１１１１１１

１１１１１１１
50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400
１１１１１１１

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋
U字形U字形U字形U字形U字形U字形U字形
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

1111111

e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。e : 長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする。

  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。  　且つ、各メーカーの仕様による。

スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法

（９ ）（９ ）（９ ）（９ ）（９ ）（９ ）（９ ） 頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド

スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材

軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜ ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ 頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

φ13mmφ13mmφ13mmφ13mmφ13mmφ13mmφ13mm

φ16mmφ16mmφ16mmφ16mmφ16mmφ16mmφ16mm

φ19mmφ19mmφ19mmφ19mmφ19mmφ19mmφ19mm

φ22mmφ22mmφ22mmφ22mmφ22mmφ22mmφ22mm

φ25mmφ25mmφ25mmφ25mmφ25mmφ25mmφ25mm

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□

□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□

□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□□80 ,□100 ,□120 ,□150 ,□

□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□□80 ,□100 ,□170 ,□

13.013.013.013.013.013.013.0

16.016.016.016.016.016.016.0

19.019.019.019.019.019.019.0

22.022.022.022.022.022.022.0

25.025.025.025.025.025.025.0

25.025.025.025.025.025.025.0

29.029.029.029.029.029.029.0

32.032.032.032.032.032.032.0

35.035.035.035.035.035.035.0

41.041.041.041.041.041.041.0

8.08.08.08.08.08.08.0

8.08.08.08.08.08.08.0

10.010.010.010.010.010.010.0

10.010.010.010.010.010.010.0

12.012.012.012.012.012.012.0

呼び長さL呼び長さL呼び長さL呼び長さL呼び長さL呼び長さL呼び長さL

・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。・梁端部（内法スパン　0の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。

・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D・φ≦ 0.4D

・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。・φ’は補強板の穴径を示す。

（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）（ｄ）

最 大最 大最 大最 大最 大最 大最 大

最 小最 小最 小最 小最 小最 小最 小

許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０許 容 差＋ ０ －０．５ｍｍ－０．５ｍｍ－０．５ｍｍ－０．５ｍｍ－０．５ｍｍ－０．５ｍｍ－０．５ｍｍ

軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径

平 鋼 製平 鋼 製平 鋼 製平 鋼 製平 鋼 製平 鋼 製平 鋼 製

切 板 製切 板 製切 板 製切 板 製切 板 製切 板 製切 板 製

へ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ き

（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）

板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚

へ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ き

（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）（ 最 小 ）

板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚板 厚

取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径取 付 ボ ル ト 穴 径

ボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ルボ ル ト 端 か ら 取 付 ボ ル

ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）ト 穴 心 の あ き （ 最 小 ）

（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）溶 接 長 さ溶 接 長 さ溶 接 長 さ溶 接 長 さ溶 接 長 さ溶 接 長 さ溶 接 長 さ

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び

本 数本 数本 数本 数本 数本 数本 数

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類

ね じ の 呼 びね じ の 呼 びね じ の 呼 びね じ の 呼 びね じ の 呼 びね じ の 呼 びね じ の 呼 び

取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト

は し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ き （最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ

M16M16M16M16M16M16M16 M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M20M20M20M20M20M20M20

1111111 1111111 1111111 1111111 1111111 1111111 2222222

2種高力ボルト2種高力ボルト2種高力ボルト2種高力ボルト2種高力ボルト2種高力ボルト2種高力ボルトJIS　B　1186JIS　B　1186JIS　B　1186JIS　B　1186JIS　B　1186JIS　B　1186JIS　B　1186 (F10T)(F10T)(F10T)(F10T)(F10T)(F10T)(F10T)

（ ６）（ ６）（ ６）（ ６）（ ６）（ ６）（ ６）

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト（ ａ）（ ａ）（ ａ）（ ａ）（ ａ）（ ａ）（ ａ）

注注注注注注注 （１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

e1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよいe1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

M14M14M14M14M14M14M14 M16M16M16M16M16M16M16 M18M18M18M18M18M18M18 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24M12M12M12M12M12M12M12

d1d1d1d1d1d1d1

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

e1e1e1e1e1e1e1

e2e2e2e2e2e2e2

e2e2e2e2e2e2e2

e3e3e3e3e3e3e3

SSSSSSS

RRRRRRR

ターンバックルブレースターンバックルブレースターンバックルブレースターンバックルブレースターンバックルブレースターンバックルブレースターンバックルブレース

10.8310.8310.8310.8310.8310.8310.83

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165 175175175175175175175

21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.5 23.523.523.523.523.523.523.5 21.521.521.521.521.521.521.5

40404040404040 45454545454545 50505050505050 50505050505050 55555555555555 50505050505050

28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838 38383838383838

6666666 6666666 9999999 9999999 9999999 9999999

32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5 37.537.537.537.537.537.537.5

6666666 6666666 9999999 9999999 9999999 9999999

52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373 70707070707070

40404040404040 50505050505050 55555555555555 60606060606060 75757575757575 85858585858585 85858585858585

17.017.017.017.017.017.017.0 17.017.017.017.017.017.017.0

25.025.025.025.025.025.025.0 25.025.025.025.025.025.025.0

14.6614.6614.6614.6614.6614.6614.66 16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33 18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.33

10.5910.5910.5910.5910.5910.5910.59

17.017.017.017.017.017.017.0

40404040404040

12.6612.6612.6612.6612.6612.6612.66

12.4112.4112.4112.4112.4112.4112.41 14.4114.4114.4114.4114.4114.4114.41 16.0716.0716.0716.0716.0716.0716.07 18.0718.0718.0718.0718.0718.0718.07 20.0720.0720.0720.0720.0720.0720.07

22.0022.0022.0022.0022.0022.0022.00

21.6921.6921.6921.6921.6921.6921.69

52525252525252

25.025.025.025.025.025.025.0

6666666

6666666

28282828282828

M16M16M16M16M16M16M16

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。溶融亜鉛めっき製品では、JIS B1186 に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。

LLLLLLL
ddddddd

rrrrrrr

形 状形 状形 状形 状形 状形 状形 状

DDDDDDD

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

［注］［注］［注］［注］［注］［注］［注］

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。

M30M30M30M30M30M30M30
を超えるを超えるを超えるを超えるを超えるを超えるを超える

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。
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(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)(JIS規格品とする・・・・JIS A 5540 ・・・2008 / 5541・・・2008)

（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）（JIS B 1198 - 2011）

ＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）

2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園

NONNONNONNONNONNONNON

NONNONNONNONNONNONNON
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調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下

P／2P／2P／2P／2P／2P／2P／2

(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)(直交布基礎の縁に配置する)

第1ベース筋第1ベース筋第1ベース筋第1ベース筋第1ベース筋第1ベース筋第1ベース筋

十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部

ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋
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Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下

下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋
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縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上縦補強筋1－Ｄ13以上
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縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上縦補強筋4－Ｄ13以上横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
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幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと幅止メ筋Ｄ10　3本ごと

縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上

横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上

曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上
L2L2L2L2L2L2L2

縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上

横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上

第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁L2L2L2L2L2L2L2

横筋（通し筋）横筋（通し筋）横筋（通し筋）横筋（通し筋）横筋（通し筋）横筋（通し筋）横筋（通し筋）
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2中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから

曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる

L2L2L2L2L2L2L2

L1L1L1L1L1L1L1
L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋 通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋
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PPPPPPPPPPPPPPP／2P／2P／2P／2P／2P／2P／2

第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋 縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 15dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ150
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2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。

端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋
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横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上横筋Ｄ10以上
端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合端部曲げ補強筋1本の場合

Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上第1縦筋Ｄ10以上
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＞＞＞＞＞＞＞１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６１/６　≦　　≦　　≦　　≦　　≦　　≦　　≦　

施工がしやすい施工がしやすい施工がしやすい施工がしやすい施工がしやすい施工がしやすい施工がしやすい
延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

L1L1L1L1L1L1L1

壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋

耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋
下階下階下階下階下階下階下階

壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋

耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ

上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋

ＤＤＤＤＤＤＤ
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壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋
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ＤＤＤＤＤＤＤ
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絞る絞る絞る絞る絞る絞る絞る
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（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）

下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋

上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋
壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ
片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ
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杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲杭頭部補強配筋範囲

ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔ＰはＳＴＲＰ間隔
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原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋配力筋布および交差部

を読み替えるを読み替えるを読み替えるを読み替えるを読み替えるを読み替えるを読み替える

Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上

ＰＰＰＰＰＰＰ

ＰＰＰＰＰＰＰ

Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下

配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）

交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上Ｌ2以上

８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋８.（３）の上・下筋

Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部

Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部

ベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下としベース筋の間隔は原則として200㎜以下とし

布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）
布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合布基礎2回打ち(フーチングと立上りを分ける)の場合

へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上
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10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000フラットバー＠3,000

スペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサースペーサー

（各4ヶ所）（各4ヶ所）（各4ヶ所）（各4ヶ所）（各4ヶ所）（各4ヶ所）（各4ヶ所）

鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは鉄筋のかぶりは

100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする

100100100100100100100
φφφφφφφ

杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上
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Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150Ｄ10-＠150

杭 　 径杭 　 径杭 　 径杭 　 径杭 　 径杭 　 径杭 　 径
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コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板
φφφφφφφ

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

L 2L
2 L 2L
2L 2L
2L
2

1.
5
φ

1.
5
φ

1.
5
φ

1.
5
φ

1.
5
φ

1.
5
φ

1.
5
φ

コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板

基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

補助筋補助筋補助筋補助筋補助筋補助筋補助筋
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（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

dｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏdｏ

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

あきあきあきあきあきあきあき

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分構　　造　　部　　分

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ* *　・非耐力壁

40*40*40*40*40*40*40*

30*30*30*30*30*30*30*20*20*20*20*20*20*20*

30*30*30*30*30*30*30*

50505050505050

7070707070707060606060606060

40404040404040

設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）設計かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）

基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）基　礎　（捨コンクリート部分を除く）

基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

(N／㎜2)(N／㎜2)(N／㎜2)(N／㎜2)(N／㎜2)(N／㎜2)(N／㎜2)

21 22.5 2421 22.5 2421 22.5 2421 22.5 2421 22.5 2421 22.5 2421 22.5 24
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かつかつかつかつかつかつかつ
150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜
10d10d10d10d10d10d10d
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15d15d15d15d15d15d15d

以上以上以上以上以上以上以上
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Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25Ｄ19～Ｄ25

6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上

Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下

Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下Ｄ16以下

ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345

帯 　 　 筋帯 　 　 筋帯 　 　 筋帯 　 　 筋帯 　 　 筋帯 　 　 筋帯 　 　 筋
ＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295A
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の末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時に
折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋

打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の打ち込むＴ形およびＬ形梁の
キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。ddddddd
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壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋

構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別

Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22

塀塀塀塀塀塀塀スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎

布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎

小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁

がりょうがりょうがりょうがりょうがりょうがりょうがりょう

壁　梁壁　梁壁　梁壁　梁壁　梁壁　梁壁　梁

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

コンクリート造コンクリート造コンクリート造コンクリート造コンクリート造コンクリート造コンクリート造

部位部位部位部位部位部位部位

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋

壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋

鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に
水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ水平（鉛直）に曲げ
直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に
回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋
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壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口

横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと
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壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋

Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上Ｄ13以上 かけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛け
フックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋に
鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜

L2L2L2L2L2L2L2
屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ
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2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上2－Ｄ16以上
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Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

45゜～60゜45゜～60゜45゜～60゜45゜～60゜45゜～60゜45゜～60゜45゜～60゜
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Ｌ
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Ｌ
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L1L1L1L1L1L1L1

θ＞80゜θ＞80゜θ＞80゜θ＞80゜θ＞80゜θ＞80゜θ＞80゜

Ｗ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又はＷ1の三角壁厚さは、200以上又は

Ｈ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とするＨ≦500　※印筋は不用とする

※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする※印筋はＤ10－＠200とする

埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする埋戻し土のある場所は40を70とする

   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上   の鉄筋はＤ13以上

耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを耐圧版鉄筋の継手位置は8－（1）床スラブを

配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする配力筋の間隔は300㎜程度とする

ベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置するベース筋を配置する、また、特殊な場合にははかま筋を配置する
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打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面
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Ｌ
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150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上
150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10幅止め筋Ｄ10

（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）（Ｄ13以上）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎

敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）敷込み砂利（割栗）

捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ

壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋

フーチング主筋フーチング主筋フーチング主筋フーチング主筋フーチング主筋フーチング主筋フーチング主筋

曲げ曲げ曲げ曲げ曲げ曲げ曲げ

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口

不可不可不可不可不可不可不可

折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ折り曲げ

フーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチング

ＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬ

Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔Ｐ：ベース筋の設計間隔

基　　礎基　　礎基　　礎基　　礎基　　礎基　　礎基　　礎４．４．４．４．４．４．４．

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭現場打ちコンクリート杭

杭頭処理杭頭処理杭頭処理杭頭処理杭頭処理杭頭処理杭頭処理

ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ

補 強 筋補 強 筋補 強 筋補 強 筋補 強 筋補 強 筋補 強 筋

　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による　＞φの場合は工事監理者の指示による
設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)設計上考慮されている場合に限る)

但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ但し　≦φの場合(下げ止まりの影響をあらかじめ

末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要

ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．壁長が1m以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上ｂ．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。〔8－(1)の＠参照〕

また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。また、軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10㎜増しとする。

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1約0.5L1

L1L1L1L1L1L1L1

1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上1.5L1以上a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400

d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下

d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下ddddddd ddddddd

1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上

1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上

3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下

コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下コンクリートは普通Fc＝18N／㎜2 以上24N／㎜2 以下、軽量Fc＝18N／㎜2 以上22.5N／㎜2 以下

（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）（L1）

下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）下ば筋　（L3）
一般　（L2）一般　（L2）一般　（L2）一般　（L2）一般　（L2）一般　（L2）一般　（L2）

ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345

ＳＤ295BＳＤ295BＳＤ295BＳＤ295BＳＤ295BＳＤ295BＳＤ295B

ＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295A

18181818181818

鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。鉄筋は、ＳＤ295A、ＳＤ295B、ＳＤ345を使用する。

鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上折り曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上

8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

180゜180゜180゜180゜180゜180゜180゜ 90゜90゜90゜90゜90゜90゜90゜135゜135゜135゜135゜135゜135゜135゜

布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭

φφφφφφφ

上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋

ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長

図図図図図図図

折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度

直径直径直径直径直径直径直径.....................φφφφφφφ補強帯筋補強帯筋補強帯筋補強帯筋補強帯筋補強帯筋補強帯筋.....................Ｓ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰＳ．ＨＯＯＰ帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋.....................ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ.....................あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋ＳＴＳＴＳＴＳＴＳＴＳＴＳＴ

.....................部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法高さ部材間の内法距離部材間の内法距離部材間の内法距離部材間の内法距離部材間の内法距離部材間の内法距離部材間の内法距離　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ..................... ｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏＬＬＬＬＬＬＬ.....................中心線中心線中心線中心線中心線中心線中心線半径半径半径半径半径半径半径間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

..................... .....................

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合

単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

ハハハハハハハ

ロロロロロロロ

ロロロロロロロ

ハハハハハハハ

イイイイイイイ

２２２２２２２

１１１１１１１

２２２２２２２

１１１１１１１

地中梁幅とし、地中梁幅とし、地中梁幅とし、地中梁幅とし、地中梁幅とし、地中梁幅とし、地中梁幅とし、

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

ロロロロロロロ

ロロロロロロロ

イイイイイイイ

イイイイイイイ

ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値

Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置Ｔ形交叉部の縦・横筋の配置

耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）耐力壁が交叉する場合（平面）

縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)ハンチを付けた場合(ａ≧3)

　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

４．４．４．４．４．４．４．

３．３．３．３．３．３．３．

２．２．２．２．２．２．２．

１．１．１．１．１．１．１．

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※
※※※※※※※

配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう配筋は同厚の壁リストにならう

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）基礎接合部の補強基礎接合部の補強基礎接合部の補強基礎接合部の補強基礎接合部の補強基礎接合部の補強基礎接合部の補強

独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭

＊＊＊＊＊＊＊

θθθθθθθ

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面 圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面
圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない１．１．１．１．１．１．１．

３．３．３．３．３．３．３．

２．２．２．２．２．２．２．

ＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295AＳＤ295A

ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345ＳＤ295B，ＳＤ345

鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ
内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）内のり寸法（Ｒ）

鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分

直径直径直径直径直径直径直径ＲＲＲＲＲＲＲ

ＣＣＣＣＣＣＣ.....................

.....................

.....................＠＠＠＠＠＠＠ ｒｒｒｒｒｒｒ

部材の成部材の成部材の成部材の成部材の成部材の成部材の成

６．６．６．６．６．６．６．使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）使用可能な鉄筋の最大径（標準）

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁５．５．５．５．５．５．５．

杭杭杭杭杭杭杭３．３．３．３．３．３．３．

鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり鉄筋加工、かぶり２．２．２．２．２．２．２．

１．１．１．１．１．１．１．一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック鉄筋のフック

継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手

上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置上・下階耐力壁の各種配置

耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置耐力壁の縦・横筋の配置

べた基礎べた基礎べた基礎べた基礎べた基礎べた基礎べた基礎

杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎

記号記号記号記号記号記号記号

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図

ｃｃｃｃｃｃｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置十形交差部の縦・横筋などの配置

ｂｂｂｂｂｂｂ

ａａａａａａａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ

●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の●印の鉄筋の重ね継手の

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋

＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊

〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕

壁 縦 筋壁 縦 筋壁 縦 筋壁 縦 筋壁 縦 筋壁 縦 筋壁 縦 筋

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）

所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合

重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ

特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び

ス ラ ブス ラ ブス ラ ブス ラ ブス ラ ブス ラ ブス ラ ブ小 　 梁小 　 梁小 　 梁小 　 梁小 　 梁小 　 梁小 　 梁

定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ定 着 の 長 さ

基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲

クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計

普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋あ ば ら 筋

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称

鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇
図図図図図図図

※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端
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長
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長
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長
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長
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長
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長

余
長余長余長余長余長余長余長余長

はりはりはりはりはりはりはり

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状

ＤＤＤＤＤＤＤ

鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき鉄筋のあき（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状鉄筋末端部の折曲げの形状（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）
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ＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）壁式鉄筋コンクリート構造標準配筋図（１）

2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園

NONNONNONNONNONNONNON

NONNONNONNONNONNONNON
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●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上●無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上
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2水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋の長さ
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（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

リング型リング型リング型リング型リング型リング型リング型 パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型 金網型金網型金網型金網型金網型金網型金網型 プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型

周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ
正正正正正正正

ａａａａａａａ

複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋 単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋 ｂｂｂｂｂｂｂｃｃｃｃｃｃｃ ｃｃｃｃｃｃｃｂｂｂｂｂｂｂａａａａａａａ

ａａａａａａａ

ｂｂｂｂｂｂｂ

ａａａａａａａ

ｂｂｂｂｂｂｂ

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＢＢＢＢＢＢＢ

継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。

ｂｂｂｂｂｂｂ

一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブｂｂｂｂｂｂｂ

片持床スラブ片持床スラブ片持床スラブ片持床スラブ片持床スラブ片持床スラブ片持床スラブａａａａａａａ

パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合

平　面平　面平　面平　面平　面平　面平　面

面面面面面面面

正　面正　面正　面正　面正　面正　面正　面

壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面

逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁

断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図

折　筋折　筋折　筋折　筋折　筋折　筋折　筋

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋

横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
下下下下下下下
上上上上上上上

斜　筋斜　筋斜　筋斜　筋斜　筋斜　筋斜　筋

ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．

ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．

ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．

ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．

地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。地盤が液状化の恐れのある砂質上および軟弱上の場合は、別途検討する。

鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

注）注）注）注）注）注）注）

注）注）注）注）注）注）注）

注）注）注）注）注）注）注）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、フックの位置は　　にあっては交互、

　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。　　にあってはスラブ側とする。

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋 単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋

おさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢ

壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋

設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合設備の小開口が連続してあく場合注）注）注）注）注）注）注）

は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。を開口をさけて補強する。

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※※※※※※※

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）
壁梁、小梁壁梁、小梁壁梁、小梁壁梁、小梁壁梁、小梁壁梁、小梁壁梁、小梁

床　板床　板床　板床　板床　板床　板床　板

階　段階　段階　段階　段階　段階　段階　段

その他その他その他その他その他その他その他

コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀コンクリートブロック塀

梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強

１０．１０．１０．１０．１０．１０．１０．

１２．１２．１２．１２．１２．１２．１２．

１１．１１．１１．１１．１１．１１．１１．

壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図壁梁の標準配筋図

壁梁の範囲壁梁の範囲壁梁の範囲壁梁の範囲壁梁の範囲壁梁の範囲壁梁の範囲

床板開口部の補強床板開口部の補強床板開口部の補強床板開口部の補強床板開口部の補強床板開口部の補強床板開口部の補強

片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強片持ちスラブの出隅部補強

屋根スラブの補強屋根スラブの補強屋根スラブの補強屋根スラブの補強屋根スラブの補強屋根スラブの補強屋根スラブの補強

定着および継手定着および継手定着および継手定着および継手定着および継手定着および継手定着および継手

壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり壁梁と壁のおさまり

あばら筋の型あばら筋の型あばら筋の型あばら筋の型あばら筋の型あばら筋の型あばら筋の型

床板段差床板段差床板段差床板段差床板段差床板段差床板段差

片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段

既製品既製品既製品既製品既製品既製品既製品

鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋鉄筋標準配筋

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

ＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬ

道路道路道路道路道路道路道路

ＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬ

横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック

壁の高さの壁の高さの壁の高さの壁の高さの壁の高さの壁の高さの壁の高さの

控壁用型枠控壁用型枠控壁用型枠控壁用型枠控壁用型枠控壁用型枠控壁用型枠
ブロックブロックブロックブロックブロックブロックブロック

空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック

控壁のある塀例控壁のある塀例控壁のある塀例控壁のある塀例控壁のある塀例控壁のある塀例控壁のある塀例

〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃

Ｄ以下Ｄ以下Ｄ以下Ｄ以下Ｄ以下Ｄ以下Ｄ以下

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

定着定着定着定着定着定着定着（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

壁梁壁梁壁梁壁梁壁梁壁梁壁梁ａａａａａａａ 出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)出隅部分壁と壁(平面図)

床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）

（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）

ｅｅｅｅｅｅｅ

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

＝1200＝1200＝1200＝1200＝1200＝1200＝1200

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。Ｌ＝本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。

梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）梁幅の最小寸法（構造体寸法）
お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

Ａ　ＣＡ　ＣＡ　ＣＡ　ＣＡ　ＣＡ　ＣＡ　Ｃ

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

全断全断全断全断全断全断全断 全断全断全断全断全断全断全断

（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）（ダメ穴打継面について）

軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間ａａａａａａａ

ｂｂｂｂｂｂｂ 間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

打継ぎ補強打継ぎ補強打継ぎ補強打継ぎ補強打継ぎ補強打継ぎ補強打継ぎ補強

釜場釜場釜場釜場釜場釜場釜場（７）（７）（７）（７）（７）（７）（７）

（８）（８）（８）（８）（８）（８）（８）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

手摺手摺手摺手摺手摺手摺手摺

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲 梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける梁端部(スパン　/10以内かつ2D以内)は避ける

　縦筋　縦筋　縦筋　縦筋　縦筋　縦筋　縦筋
上上上上上上上
下下下下下下下

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋 曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋
は
り
主
筋

は
り
主
筋

は
り
主
筋

は
り
主
筋

は
り
主
筋

は
り
主
筋

は
り
主
筋

お
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り

お
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り

お
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り

お
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り

お
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ま
り

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

７．７．７．７．７．７．７．

８．８．８．８．８．８．８．

９．９．９．９．９．９．９．

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合

床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）床受筋（外壁）

（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）（内壁）

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200

他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合

平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会平成２２年７月１日　発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする幅が18㎝以上は閉鎖型とする

2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下幅止め筋Ｄ10＠1,000以下 調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下調整区間P以下

PPPPPPP

2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上 1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上

　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200　＝1200

1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上

1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上 1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上 1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上

2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上
1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上

2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上2－Ｄ13以上

ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6

＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の＊一ヵ所で同時に多数の

補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。

D13D13D13D13D13D13D13

D16D16D16D16D16D16D16

D19D19D19D19D19D19D19 190190190190190190190

180180180180180180180

180180180180180180180

D13D13D13D13D13D13D13 D16D16D16D16D16D16D16

180180180180180180180

190190190190190190190

200200200200200200200 D19D19D19D19D19D19D19

D16D16D16D16D16D16D16

D13D13D13D13D13D13D13 195195195195195195195

D13D13D13D13D13D13D13 D16D16D16D16D16D16D16

200200200200200200200

210210210210210210210195195195195195195195

205205205205205205205 220220220220220220220

ＡＡＡＡＡＡＡ ＢＢＢＢＢＢＢ

（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合（注）かぶり厚さ40㎜の場合

径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する径で　＝1,500とし、上端筋の下に配筋する

（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）（開口の径500程度の場合）

Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150Ｄ≦150

150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200

孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

ｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除くｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする但し　φ≦Ｄ／3とする

2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)2－(2－Ｄ13)

100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150

2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）

2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）

150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250

4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)4－(2－Ｄ13)

2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）2－（2－Ｄ13）

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上（φ1＋φ2）ｘ3／2以上

塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。

塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2mを超える場合は15㎝以上。

高さ2.2m以下高さ2.2m以下高さ2.2m以下高さ2.2m以下高さ2.2m以下高さ2.2m以下高さ2.2m以下

壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上）壁厚15㎝以上（高さ2m以下は12㎝以上） 控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下控壁間隔3.4m以下
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1／5以上の控壁1／5以上の控壁1／5以上の控壁1／5以上の控壁1／5以上の控壁1／5以上の控壁1／5以上の控壁

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲せん断補強を要する範囲

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

L 2L
2 L 2L
2L 2L
2L
2 L 2L
2L 2L
2L 2L
2L
2 L 2L
2 L 2L
2L 2L
2L
2

L1L1L1L1L1L1L1 L1L1L1L1L1L1L1
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L1L1L1L1L1L1L1

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

L1L1L1L1L1L1L1

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上1－Ｄ13以上

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

壁梁長さ壁梁長さ壁梁長さ壁梁長さ壁梁長さ壁梁長さ壁梁長さ

壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上
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L2L2L2L2L2L2L2

L3L3L3L3L3L3L3

L1L1L1L1L1L1L1
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あばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始め

250250250250250250250

ＢＢＢＢＢＢＢ

θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜θ＝45゜

0.1 ｏ0.1 ｏ0.1 ｏ0.1 ｏ0.1 ｏ0.1 ｏ0.1 ｏ 0.15  o0.15  o0.15  o0.15  o0.15  o0.15  o0.15  o

あばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始め

（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）

壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置
定着定着定着定着定着定着定着

2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上2/3Ｂ以上 0.25  ｏ0.25  ｏ0.25  ｏ0.25  ｏ0.25  ｏ0.25  ｏ0.25  ｏ
（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）

　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ　ｏ

　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3 　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3 　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3　ｏ/3

0.30.30.30.30.30.30.3
250250250250250250250

原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。原則として　　のフック先曲げとする。

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

L2L2L2L2L2L2L2

補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

L2L2L2L2L2L2L2

L
2

L
2 L
2

L
2L
2

L
2

L
2

L3L3L3L3L3L3L3

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上曲げ補強筋Ｄ13以上
（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に（壁縦筋とは別に

配筋する）配筋する）配筋する）配筋する）配筋する）配筋する）配筋する）

L 2L
2L 2L
2L 2L
2L
2

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向
上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

ＣＣＣＣＣＣＣ ＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡＡＡＡＣＣＣＣＣＣＣ ＣＣＣＣＣＣＣ

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢ

15d15d15d15d15d15d15d
肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13L2L2L2L2L2L2L2

15d15d15d15d15d15d15d

10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上
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250250250250250250250

L2L2L2L2L2L2L2

6d6d6d6d6d6d6d
6d6d6d6d6d6d6d

4d4d 4
d

4d4
d

4d 4
d

8d8d 8
d

8d8
d

8d 8
d

壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋 おさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡ

補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上補強筋Ｄ13以上

30303030303030

※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する※の個所（入隅）は各階補強する

10
d以

上
10

d以
上
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エルマッドS工法 (GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書

― スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法 ―

１．工法概要 ６．施工要領 『 エルマッドS工法　標準施工手順 』
本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、 基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は

ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。 別途検討する。

① 施工位置を確認する。 （１）施工位置の確認 （４）流動化処理工程（計測初期値セット）
② 掘削２．一般事項

本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。 ③ 掘削完了・計測 （基礎平面形状）

｢2018年版建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣ ④ 流動化処理工程（計測初期値セット） フーチング
モ ニ タ ー改 良 機(一財)日本建築センター、(一財)ベターリビング　平成30年11月 ⑤ 流動化処理工程（造成）

⑥ 流動化処理工程（品質管理）

現状地盤⑦ 未固化試料採取 余巾３．特記事項
改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に ⑧ 造成完了 施工範囲

より設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて ⑨ 施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と

変更することができる。 協議しその指示を受ける。

本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。

７．施工管理 基準線
Fc =  ( N/mm2　） 施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。

・長期設計地耐力　： LFe= kN/m2 （１) 支持層を目視にて確認 バケットの先端を基準線に合わせ計測器をセットする。（２）掘削工程（２）掘削工程
・推定配合量　　　：　 kg/m3 （２） 改良寸法の計測 掘 削 機掘 削 機
・使用予定硬化材料：　 一般軟弱土用固化材　もしくは　高炉セメントＢ種 （３） 固化材及び添加水の計量

現状地盤現状地盤（六価クロム溶出試験を実施し,土壌環境基準値を （４） 混合状態及び出来形を管理装置にて確認 （５）流動化処理工程（造成）
超える場合、特殊土用固化材(六価クロム対応品)の ・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。 改良天端改良天端

使用もしくは配合設計の変更を行う。） ・攪拌時間が1m3当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー
固 化 材 液 改 良 機

・改良長(1回につき)：　 0.6～6.0ｍ 　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m3に達しているか確認する。 掘 削 機モ ニ タ ー
支持層支持層・施工管理装置　　：　 改良体の出来形・電気比抵抗値 （５） 改良天端レベルの確認

土 の 投 入
・攪拌混合装置　　： 攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録

ローター式バケットミキサー　もしくは ８．配合管理
(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット （１） 本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。 掘削機で改良範囲の土を、支持地盤まで掘削・排土掘削機で改良範囲の土を、支持地盤まで掘削・排土

・供試体の採取方法： 未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア （２） 一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と 仮置きする。仮置きする。

・造成工事業者　　： 建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工 水量を算出する。

４．施工計画 ９．品質管理
工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。 （１） 頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。 仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水)を

① 工事概要 （２） 供試体の作成は原則として検査対象150m3に1ヵ所 投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。（３）掘削完了・計測
② 計画・設計の条件 とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。 混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ

③ 施工計画(施工機械・作業計画・材料計画・工程計画) （３） 材齢28日で一軸圧縮試験を行う。 電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。

現状地盤組織編成表 （４） 検査手法Aによる品質検査とする。

工程 改良天端
Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}

使用機械 （６）流動化処理工程（品質管理）

h使用材料  Xn: Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

支持層準備工  XL：合格判定値 　電気比抵抗値の測定
施工手順  Fc：設計基準強度

機 械 移 動
Be× Le ２作業手順  ka：合格判定係数

④ 施工管理計画 σd：標準偏差
１

⑤ 品質管理計画  Vd：変動係数  (30%) 支持地盤を確認し、空所の形状寸法を測定する。

セ ン サ ー⑥ 安全管理計画 算出体積より固化材液量を決定する。
モ ニ タ ー

⑦ 技術資料 採取箇所数 7箇所の場合 ※地下水位があり法面が崩壊する場合には(3)-②

⑧ その他 バケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度を
1 2 3 4～6 7～8 9～抜取箇所数 N

モニタリングする。

合格判定係数 ka 1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3５．配合計画
(1)配合強度

次式を用いて求める。 （５） 材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。 （３）－②　掘削完了 （７）試料採取（品質管理）
（６） 合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ

Xf=αt×Fc
適切な処置を施す。

現状地盤 Xf：配合強度 現状地盤

αt：変動係数・採取ヶ所数による割増係数 改良天端１０．報告書等 改良天端
▽WL Fc：設計基準強度 工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

（１） 工事日報
支持層

採取箇所数 7箇所の場合 （２） 施工順序の記録 支持層

割増係数(αt) 合格率80% （３） 工事写真 

（４） 一軸圧縮試験結果採取ヶ所数　N 1 2 3 4～6 7～8 9～

変
動

係
数

変
動

係
数

支持層・掘削巾・深さの確認・未掘削の土をほぐしながら 流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し
0.30 2.597 2.240 2.095 1.961 1.869 1.792

サンプリングにより支持層を確認（柱状図と照合する） 一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。

0.35 2.754 2.417 2.157 2.004 1.902 1.820 ※管理装置を利用し深さを計測0.30

0.40 2.931 2.417 2.223 2.049 1.938 1.849VcVd
（８）造成完了

(2)室内配合試験 現状地盤
室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、 改良天端
試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。

① 単位体積重量・含水比・粒度組成

② 試験練　　（JGS 0821による供試体の製作） 支持層

イ.推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。

ロ.所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。

・材令7日の一軸圧縮試験 改良体の天端を確認する。

一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。

・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。

③ 試験結果を配合報告書にまとめて提出し、監督員の承認を得る。

３００
０．９０

２４０

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

エルマッドＳ工法特記仕様書
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NON

NON

S-010



呼径　１００～２００φ

使用材料

タイプ別キャップ色一覧

正しい取り付け方向 不適当な設置例

スリーブ受け

スリーブ受け

ＫＳＳ７８５－Ｋ

（認定番号 MSRB-0004）

一般財団法人日本建築センターによる一般評定

ＴＹＰＥ

４３

e 1 e 2

４３

４４ ４５

４６ ４８

４７ ５１

４９ ５５

タイプ別ｅ寸法一覧

キャップ色ＴＹＰＥ

１組以上配筋

２．一般事項および適用範囲

■一般事項

■貫通孔適用範囲

　・製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載したラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

　・製品は錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。

配筋例

５０
孔際あばら筋

一般部あばら筋

孔際あばら筋 孔際あばら筋
５０５０ ５０５０

５０

一般部あばら筋 一般部あばら筋

大梁

小梁

Ｄ

大梁

栗本鐵工所

TEL:0280(97)1305

株式会社

Ｄ

小梁

スーパーハリー計算センター

Ｄ ： 梁せい　　　Ｈ ： 孔径（スリーブ外径）

Ｌ　： 柱際から孔の中心までの距離

Ｌ　： 梁の上下面から孔面までの距離

Ｌ　： 孔と孔の中心水平距離

１

２

３

１

２

設置可能な範囲

適用範囲

柱 柱

柱面 柱面

梁

Ｌ

Ｌ

ＬＤ

Ｌ　≧Ｄ＋Ｈ/２

※孔が梁せいの中央に

ない場合

※孔が梁せいの中央

Ｌ　≧Ｄ

※孔の中心位置で

　梁せい分離す　梁せい分離す

※孔の外縁位置で

Ｄ:梁せい

Ｈ:孔径

※平均径の3倍以上離す

の場合

Ｈ:孔径

Ｄ

１ １

３

３

２

一般部あばら筋を

コンクリート ： Ｆｃ21～67　

■使用材料の適用範囲

鉄筋　　 　　： 主筋　　　　 　　SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）

　　　　　　　　あばら筋 SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）

(1)孔径（Ｈ）

　　孔径は100～750mmとし、梁せい（Ｄ）の1／3以下とする。

(2)孔位置

　　柱際から水平方向の孔中心位置Ｌ1は、孔が梁せいの中央にある場合Ｌ1≧Ｄとする。それ以外はＬ1≧Ｄ+Ｈ/2とする。

　 b)孔間中心距離（Ｌ2）

　a)柱際から水平方向の孔中心位置（Ｌ1）

　　孔が複数あるときの孔の中心水平間隔Ｌ2は、孔平均径の３倍以上とする。

　 c)へりあき最小寸法

　　へりあき最小寸法Ｌ3は表の値とする。

　大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は右図による。

■施工上の留意点

　(1)製品の方向

　(2)かぶり厚さの確認

　(4)製品の取り付け検査

■標準的な施工順序

　(2)孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。

　 　スリーブ受けが孔の上または下になるように取り付ける。裏表の区別はない。

　 　製品の取り付け検査は、設計マニュアルのチェックシートを参考に実施する。

590N/m㎡級鋼,685N/m㎡級鋼,785N/m㎡級鋼,1275N/m㎡級鋼（建築基準法第37条第二号適合品）

M A

M C

M D

M E

M A

M B

M C

M E

M D

黄色

白色

青色

緑色

赤色

スーパーハリーＺ　Ｍタイプ  KSS785-K（認定番号MSRB-0004）

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーＺ　Ｍタイプの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。

スーパーハリーＺ　Ｍタイプが

※スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図の評定内容など、製品の性能に関わる内容の編集はご遠慮下さい。編集された内容については弊社では責任を負いかねます。

　(4)有効補強範囲内の鉄筋間隔が適当であるか確認する。

　(3)あばら筋内側にスーパーハリーＺ　Ｍタイプを設置し、結束線で４～６ヶ所程度結束する。

　(1)孔際あばら筋本数及びスーパーハリーＺ　Ｍタイプのタイプを確認する。

　 　梁断面から見たスーパーハリーＺ　Ｍタイプどうしの間隔は、鉄筋のあきを確保する。

　 　スーパーハリーＺ　Ｍタイプは図に示すようにあばら筋の内側に取り付け、結束線で孔際あばら筋に４～６ヶ所程度結束する。

　(3)製品の取り付け位置の保持方法

　　 スーパーハリーＺ　Ｍタイプのかぶり厚さを確保する。

４．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ施工要領

３．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準配筋図１．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ形状寸法及び重量

梁貫通孔補強筋　スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図

１００mm≦Ｈ≦２２５mm ２２５mm＜Ｈ≦３７５mm ３７５mm＜Ｈ≦７５０mm

呼径　４００～７５０φ呼径　２２５～３５０φ

１００mm≦Ｈ≦２２５mm

建材事業部　生産管理部

M B

500mm≦Ｄ＜700mm

700mm≦Ｄ＜900mm

900mm≦Ｄ＜1250mm

1250mm≦Ｄ Ｌ ３ ≧0.2Dmm

Ｌ ３ ≧250mm

Ｌ ３ ≧200mm

Ｌ ３ ≧175mm

※外径Ｈ、ｈ、Ｗ、Ｓ、ｅの単位はｍｍ   重量の単位はｋｇ/組

重量ＳＷｈＳ 重量

350

300

250

225

200

175

150

125

100

500

750

700

650

600

550

275

325

450

400

呼径

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1.9

1.7

1.6

1.5

1.4

1.2

1.1

1.0

1.7

1.9

重量

－

－

－

－

－

－

重量

3.0

2.7

1.6

1.7

1.9

2.1

2.3

2.5

2.6

2.9

3.3

3.5

3.9

6.1

8.3

7.8

7.4

6.4

6.9

5.6

5.1

4.8

4.3

3.8

3.6

3.3

3.1

2.8

2.5

2.3

3.9

4.4

重量

7.8

7.0

4.1

4.5

4.9

5.5

6.0

6.4

6.8

7.6

8.5

9.1

10.0

12.3

11.4

13.1

14.0

14.8

10.9 17.2

23.3

22.0

20.7

18.1

19.4

15.8

14.5

13.4

12.1

10.8

10.1

9.4

8.8

7.9

7.2

6.5

11.1

12.4

ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ

～414

～465

697 760 592 699 766 602 696 769 610 697 775 622

769 832 643 771 839 653 769 841 661 769 847 673

588 649 509 588 651 515 590 658 525 588 660 533 588 666 545～337

518 578 459 517 581 465 519 587 475 517 589 483 517 595 495～287

962 1030 788 960 1032 796 960 1038 808

～550

～600

～650

～700

～750

891 959 738 889 961 746 889 967 758

1100 838 1102 846 1108 8581032 1030 1030

1171 888 1173 896 1179 9081103 1101 1101

1242 938 1244 946 1250 9581174 1172 1172

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

843 911 704 841 913 712 841 919 724～516 － － － － － －

－

－

－

－

－

－

－ － －

ＭＡ（Ｓ６） ＭＢ（Ｓ８） ＭＣ（Ｓ１０） ＭＤ（Ｓ１３） ＭＥ（Ｓ１６）

～114

～140

～165

～200

～225

～250

～275

～325

～375

273

310

345

395

430

465

501

571

334

370

406

455

491

526

561

632

286

312

337

372

397

422

447

497

272

309

345

394

429

465

500

571

642

336

373

408

458

493

528

564

634

705

292

318

343

378

403

428

453

503

553

274

311

346

396

431

467

502

573

643

342

379

414

464

499

535

570

641

711

302

328

353

388

413

438

463

513

563

272

309

344

394

429

465

500

571

641

344

381

416

466

501

537

572

643

713

310

336

361

396

421

446

471

571

521

272

309

345

394

429

465

500

571

642

350

387

422

472

507

543

578

649

719

322

348

373

408

433

458

483

533

583

H H H

スリーブ外径 →

スーパーハリーZ　Mタイプ　呼径 →

適用孔径

[スリーブ外径]

「BCJ評定-RC0224-06」（平成30年3月14日付）

２２５mm≦Ｈ≦３７５mm

２２５mm≦Ｈ≦３７５mm

２２５mm＜Ｈ≦３７５mm

３７５mm＜Ｈ≦７５０mm

へりあき寸法梁の全せい

一般部あばら筋間隔 一般部あばら筋の間隔以下

有効補強範囲

■孔が近接して複数ある場合

　孔が近接して複数ある場合、各々の孔際には、孔際あばら筋を

　１組以上配筋する。

　また、孔－孔間のあばら筋は一般部あばら筋の間隔以下になる

　ようにし、一般部あばら筋を１組以上配筋する。

　ただし、鉄筋のあきが確保できない場合はこの限りではない。

　

■孔上下の補強方法

　孔径が400mm以上となるときは、補強計算より求められた補強筋の他、孔上下位置に配筋を行う。

孔際あばら筋

片側１組

片側２組

片側３組

スリーブ外径Ｈ

■孔際あばら筋

　通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を１組以上配筋する。

　標準配筋は下図の通りとする。施工の際には、必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋の配筋に注意する。

Ｃ Ｃ Ｃ

h

e

1
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ＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ Ｎｏ． ＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

Ver1.４一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図
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ＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ Ｎｏ． ＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

ボーリング柱状図

調 査 名 美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 ( 仮 称 ) 新 築 工 事

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 調 査 位 置 岡 山 県 久 米 郡 美 咲 町 書 副 北 緯 3 4 ° 5 9 ’ 1 4 . 6 0 ”

東 経 1 3 4 ° 2 ’ 4 7 . 0 3 ”発 注 機 関 株 式 会 社 黒 川 建 築 設 計 事 務 所 調 査 期 間 令 和 3 年 1 1 月 2 日 ～ 3 年 1 1 月 4 日

調 査 業 者 名
岩 水 開 発 株 式 会 社

電話 ( 0 8 6 - 2 6 5 - 0 3 4 5 )
主 任 技 師 丸 岡 正 季

現 場

代 理 人
木 畑 尚 樹

コ ア

鑑 定 者
馬 場 宗 徳

ボ ｰリ ン グ

責 任 者
岡 武 彦

孔 口 標 高
角

度

180°

0°

90°
上

下

0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90°

水平
0°

鉛

直
0°

使

用

機

種

試 錐 機 Y B M Y S O - 1 H A
ハ ン マ ー

落 下 用 具
自 動 落 下 ( 半 自 動 落 下 型 )

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D 1 2 - K ポ ン プ Y B M G P - 5総 掘 進 長

ボ ー リ ン グ No

シ ー ト No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

標

高

(m)

91.29

90.29

88.19

87.04

83.94

層

厚

(m)

0.65

1.00

2.10

1.15

3.10

深

度

(m)

0.65

1.65
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ｽﾘｯﾄ位置を示す　ｽﾘｯﾄ幅は30mmとする
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K19通り軸組図
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構造設計担当者
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(校舎棟)
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(校舎棟)

大梁リスト・小梁リスト A1=1/40

A3=1/80

2022/03 S-022美咲町立義務教育学校柵原学園

階

特記なき限り下記による

大梁リスト　　1:40
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符　　号 G2

全断面 全断面位　　置

PH階

(Fc=27)

G3

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号
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構造設計担当者
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300X1,250

3-D22

4-D10

300X600

3-D22

全断面 全断面 全断面

FB3 FB4 FB5 FB6

全断面

FB7

全断面

FB8

全断面 全断面

FB9 FB10

全断面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋 2-D10

□-D10@200

2-D10

□-D10@200

300X1,200

2-D19 3-D22

3-D22

2-D10

400X700

4-D25

5-D25

□-D10@150

350X800

4-D19 6-D25

□-D13@200

4-D10

400X1,300

4-D25

□-D10@200

2-D10

3-D22

3-D22

300X700 350X1,200

3-D25

3-D25

□-D13@200

4-D10

6-D25

□-D13@200

4-D10

4-D25

450X1,300

4-D25

6-D25

□-D13@200

4-D10

450X1,000

全断面

　-D13@150

2-D10

550X750

8-D25

2
0
0

全断面

50
60

B

6-D25

6-D25

□-D13@150

450X1,700

8-D10

D

G5G4

全断面

550X1,000

4-D10

全断面

2
0
0

5
0

6
0

B

D

全断面

2-D10

□-D13@150

450X750

4-D25

400X1,000

□-D13@200

4-D10

4-D25

4-D25

断　　面

断　　面

G3a G4a

全断面

2-D10

□-D13@150

450X750

4-D25

2-D10

□-D13@150

350X750

全断面 全断面

CG3CG2CG1

3-D25

3-D25 3-D25

KB,KD端部 KC端,中央

4-D25

断　　面

断　　面

断　　面

断　　面

6-D25

G

C

特記事項

大梁の柱内定着は柱せいDの0.75D以上とする

0.75D

1　腹筋の定着長さはL2、継手長さはL1とする

2　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟの加工寸法は、下記による

dD

b

B

b=B-100

d=D-100

X方向上梁主筋

主筋方向優先順位

X,Y方向で主筋交差が生じる場合は、下記による。

Y方向上端主筋

Y方向下端主筋
X方向下梁主筋

上端筋は,X方向を上方、Y方向を下方とする。

下端筋は,X方向を下方、Y方向を上方とする。

Ｂ

Ｂ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｃ

(
増
し

コ
ン

)

(増しコン)

Ｂ:リストの梁幅

2
0

20

柱面と梁面が同面の場合の処置

500X750

7-D25

4-D25

300X500 450X500

□-D10@150 □-D10@150

450X700

9-D25 9-D25

8-D25

9-D254-D25 5-D25

4-D10(4-D13,柱型にL2以上定着)

2-D22

2-D22

3-D22

3-D22

4-D22

4-D22

400X600

3-D25

3-D25

□-D13@100

2-D13
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壁リスト　1:30

記　号

位　置 全断面 全断面

断　面

壁　厚 150

縦　筋 D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ) D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

横　筋 D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ) D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

4-D13 2-D13縦,横筋開口部

補強筋 2-D13 1-D13斜メ筋

巾止筋　D10@1000　内外

EW18、W18

全断面

150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13

1-D13

W15

180

EW15

開口補強筋について軸組図に記入なき限り下記による

L1

L1 (注)特記なき限り下記による

1　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の巾止め筋は、縦横共1-D10-@1000以内とする開口部補強

2　耐震壁の鉄筋の継手及び定着長さはL1とし、一般壁はL2とする

L1 3　開口部が柱、梁に接する部分、及び最大開口径が300以下で鉄筋を

L1 L1
　　ゆるやかに曲げる事により、開口部をさけて配筋できる場合は補強を

目地
L1

　　　要しない

4　目地がある時、上図のように補強する
開口補強筋要領

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

全断面

150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13

1-D13

W15a

D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

KW18

全断面

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

180

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

(校舎棟)

スラブリスト・壁リスト・雑配筋図 A1=1/30

A3=1/60

スラブリスト

短辺方向主筋 長辺方向主筋 主筋方向配筋 配力筋方向配筋ｽﾗﾌﾞ厚
備考記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 記　号位　置 備考 位　置

端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央基端～先端

上端筋 D13　@200 D10,D13  @200 D13,D16　@100 D13　@200上端筋
200 CS1 275S1

下端筋 D13　@200 D10,D13  @200 下端筋 D13,D16　@100 D13　@200

D10　@150 D10　@150 D13　@100 D13　@200上端筋 上端筋
CS2 250S2 150

下端筋 D10　@150 D10　@150 下端筋 D13　@100 D13　@200

上端筋 D10　@200 D10　@250 D13　@150 D10　@200上端筋
S3 150 CS3 250～200

下端筋 D10　@200 D10　@250 下端筋 D13　@150 D10　@200

D10　@150 D10　@200上端筋
S4 150

下端筋下端筋 D10　@150 D10　@200

D10  @200 D10  @200上端筋
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 150

下端筋 D10  @200 D10  @200

D10　@200上端筋

下端筋下端筋 D10　@200
S5 250

D13　@150

D13　@150

上端筋

下端筋
CS4 150

D10　@200

D10　@200

D10　@200

D10　@200

2022/03

D10  @200 D10  @200上端筋

下端筋 D10  @200 D10  @200
地下ﾋﾟｯﾄ床 200

S-023美咲町立義務教育学校柵原学園

全断面

W25

250

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

短辺方向主筋 長辺方向主筋
記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 位　置 備考

端　部 中　央 端　部 中　央

上端筋 D13　@200
200

下端筋 D13　@200

上端筋

下端筋

KS1

KS2 200

D13  @150

D13　@150

D13　@200

D13　@200

D13　@200

D13　@200

階段踊場

二隣辺固定版

階段踊場

一方向(長辺)版

D13@200

1:30 1:30

1-D13 2-D13

2,300

1-D13

KW18

180

1-D13

D10@200

1
38
.
5

1-D13

D13@200

20
0

265

D13@200

D10@200 1-D13

D10@200

1
38
.
5

1-D13

20
0

310

1-D13

1-D13

D13@200

D10@200

2-D13

180
2,000 4,500

D13@200

1
38
.
5

310

200

2-D16

D13@200

D13@200

D13@200
2-D16

KW18

2-D13

1:30片持スラブ　　配筋図

屋上パラペット　配筋図 1:30

RG1

1
3
0

7
5
0

5
0
0

165 150

375

D10@200

D10@200

2-D13

1-D13

D10@200

75

設備基礎（凡例)

75

KA

2,500

1
30

2
50

6
00

150

D13@100

D13@200 1-D13
2G1

7
5
0

1
30

25
0

3
0

75
0

13
0

RG1

2CG1

2
00

8
0

D13@150

D10@200
CS3

CS2

2-D16
1-D13

D10@200

2-D13

25
0

3
0

1-D13

25
0

3
0

8
00

KA

2,550

7
5
0

1
5
0

30

375 315

75

▼RFL

475 215

75

2
7
5

3
0

CS1

D13@200 D13,D16@100

2-D161-D16

3-D16

D13@150

D13@150

3-D19

1-D10

1-D13

D10@200

D10@200

1-D13

3
0

75
0

1
5
0

2G5

RG1

2
5
0

25
0

3
0

150 250150250

K4

1
30

8
0
0

▼2FL

ｈ≦２００

1-D13 D13@200

1-D13

２００＜ｈ≦４００

ｈ

D13@200

1-D13 1-D13

1
0
0

100

2
5

D10@400

などの既製品のいずれかを使用する

耐震スリットは、「スリットン」、「パイロン」、「エキスパンウォール」

スリット材（不燃材）

スリット材（不燃材）

スリット固定材水平部詳細

ｔ

ｔ

柱
※部

セパレーター

※部詳細垂直スリット

壁スリット部分

1,2階　30

3
0

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

非耐力壁とｽﾗﾌﾞとの取合配筋要領

1,300 1,300

L2 L2 L2

ｽﾗﾌﾞ

壁 壁

(1)上階に壁のない場合

壁壁1-D13
ｽﾗﾌﾞ

交互に折曲げ

(3)下階に壁がない場合

ｽﾗﾌﾞ ｽﾗﾌﾞ

壁 壁

2-D13 ｽﾗﾌﾞ
交互に折曲げ

1-D13

(2)壁が上下で連続している場合

2-D131-D13

ｽﾗﾌﾞ

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

上端筋

下端筋
FS1 250

D16  @150

D16  @150

D16  @150

D16  @150
EVﾋﾟｯﾄ

階段1、3、4（両端支持式)　　配筋図

ｽﾗﾌﾞ段差2

40d

1
50
～

40
0

45°

1-D13

2-D13

1.5t 40d

t

D13@200

2-D13 1-D13

1-D13

ｽﾗﾌﾞ段差1

40d

45°

1.5t 40d

2-D13

D13@200
1-D13

2-D13
1-D13

1
0
0
～
1
5
0

t

耐火タイプを使用する。

階段2、3（両端支持式)　　配筋図

階段3 階段2

2-D16

2-D16
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プレストレストコンクリート特記仕様書

ＰＣ梁型枠

支持金物
冠筋後付け

（凡例）

部材の最小寸法が６０ｃｍ未満の部分 ±１．０ｃｍ

部材の最小寸法が６０ｃｍ以上の部分 ±１．５ｃｍ

１．ＰＣ鋼材と鉄筋との取り合い（定着部近傍・直交梁交差部等）は、事前に施工図を

　　作成して充分検討しておく。

２．ＰＣ鋼材配線作業中及び配線後は、原則として電気溶接及び溶断の作業は行わない。

　　やむを得ず行う場合は充分に養生を置くこと。

３．梁側枠組立に際しては、事前にセパレーターの配置計画を行いＰＣ鋼材位置を避ける。

本工事は設計図書並びに本特記仕様書の他、ａ．適用の範囲

全国官報販売協同組合

日本建築学会

による。

『プレストレスト鉄筋コンクリート（Ⅲ種ＰＣ）構造設計・施工指針・同解説』（２００３年版）

『２００９年版プレストレストコンクリート造技術基準解説及び設計・計算例』（２００９年版）

６．型枠及びサポ－トは必ず２階分のサポ－トを使用し、コンクリ－ト打設荷重を

５．ＰＣ梁のコンクリートは打ち込みの際、セメントペーストが漏れることのないようにする。

５．ＰＣ鋼材の配置

４．鉄筋工事

１．一般事項

　　安全な仮設計画を行う。

『プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説』（２０２２年版）

『建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事』（２０１８年版）

ｃ．施工計画書

ＰＣ鋼材（結束）

２．緊張端端部は充分養生し、セメントペーストが入らないように注意する。

３．ＰＣ鋼材位置の許容誤差は下記による。

６．スラブにもバイブレーターを使用して充分締め固める。

ａ．準備作業 １．ＰＣ鋼材・定着具の点検・清掃を行う。

１．ＰＣ梁のコンクリートは、原則として打ち継ぎをしてはならない。

２．ＰＣ梁に低強度のコンクリートが混ざらないように打設順序及び養生等を考慮する。

３．定着部近傍は、プレストレス導入時局部応力が発生するので特に入念に締め固める。

４．ＰＣ鋼材・鉄筋・型枠が移動・損傷しないように注意する。

プレストレストコンクリートのコンクリート打設にあたっては次のことに留意する。

ｂ．緊張順序

（凡例） 単体 連続

プレストレス導入は、局部的に緊張を完了してしまうことなく構造全体にわたって進めなければならない。

ｃ．緊張管理

２．緊張装置は事前にキャリブレーションを行う。

７．緊張工事

６．コンクリート工事

①
④③

② ①②
⑪⑫

③④
⑨⑩

⑤⑥
⑦⑧

５．ＰＣ鋼材にはバイブレーターが触れてはならない。

３．プレストレス導入時期は、コンクリートの圧縮強度が所定の強度以上に達したことを確認した後とし、

端部処理

壁後打ちコンクリート

（梁緊張後コンクリート打設）

壁周囲スリット

８．ＰＣ鋼材の

９．壁の取り扱い

ｂ．構造方式

ＰＣ工事の施工は、株式会社　建研、オリエンタル白石株式会社、株式会社ピーエス三菱ｄ．ＰＣ工事

建築工事標準仕様書による。ａ．鉄　筋

２．材料

ＰＣ鋼材より線　　ＪＩＳ　Ｇ　３５３６

ｂ．ＰＣ鋼材

　　　※　一時的に過緊張する場合には降伏荷重の0.9倍まで許容するものとする。

Ｎ／ｍｍ

　２０

２

２Ｎ／ｍｍ 以上プレストレス導入時強度

設計基準強度 　２７

ｋＮ／本

ｋＮ／本

ｋＮ／本

ｋＮ／本

ｋＮ／本

定着完了時

導入時
許容引張荷重

降伏荷重

引張荷重

導入作業時緊張力

ｍｍ

ｍｍ
２

断面積

呼び径

ＳＷＰＲ１９Ｌ

プレグラウトＰＣ鋼材（以下PC鋼材という）は有害な傷のないもので次に適合するものを使用する。

ｅ．混和剤

ｆ．プレストレッシング定着工法

１．緊張端定着具取り付け柱型枠にＰＣ鋼材の貫通孔を空けておき、柱型枠の締め

　　付け金物・バタ角・単管等はＰＣ鋼材位置を避けて配置する。

２．ＰＣ梁型枠の組立は、ＰＣ鋼材の配置作業を考慮して下図実線を先組し、鉄筋

　　ＰＣ鋼材配置後に破線部を組み立てる。

ＰＣ梁型枠

３．型枠工事

（財）日本建築センターの評定または評価を取得している定着工法（ＣＣＬ工法等）とする。

ｃ．セメント

ｄ．コンクリート

普通ポルトランドセメントを原則とする。

コンクリートの品質は次の通りとする。

セメントはＪＩＳ　Ｒ　５２１０　に規定するポルトランドセメントを使用し、

取り扱い

１０．小梁下端筋の

小梁の下端筋がＰＣ鋼材とあたる場合には、ＰＣ鋼材の配置を優先し、以下のような配慮を施す。

小梁 小梁

ＰＣ鋼材

ＰＣ梁

小梁端部下端筋

＜連梁＞

小梁 小梁

ＰＣ鋼材

ＰＣ梁

小梁端部下端筋

※　重ね継手が可能な場合、下記の通りとする。

＜端部＞

小梁

ＰＣ鋼材

ＰＣ梁

小梁端部下端筋

補強筋

重ね継手鉄筋

重ね継手鉄筋

（小梁端部下端筋と同径・同本数）

（小梁端部下端筋と同径・同本数）

（小梁端部下端筋と同径・同本数）
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８０７．０

６８６．０

６４５．６

６４５．６

の３社の内１社の責任施工とし、施工の範囲はＰＣ鋼材の配置・緊張までの一式とする。

本構造の方式は鉄筋コンクリート造の大梁にプレグラウトPC鋼材を用いてプレストレスを導入し、

ひび割れ・たわみ等の制御を行うものとする。プレストレス導入方式はポストテンション方式とする。

緊張方法についてはＫＥＹＰＬＡＮを参照する。

４．ＰＣ梁の架構は、支保工の横つなぎ・筋かい等を充分に入れ、水平力に対して

　　２層の梁で支持を行い、かつサポートの存置期間はプレストレス導入完了までとする。

１．ＰＣ鋼材の配置は、支持金物等を用いて正確・強固に取り付ける。

上記の許容差は、水平・垂直の方向に別々に適用する。

緊張力の管理は緊張装置の荷重計の示度及びＰＣ鋼材の伸びを測定して行う。

７．ＰＣ梁の貫通孔を設ける場合は監督職員の指示により行う。

　　監督職員の指示により行う。導入時期確認用テストピースは現場水中養生または現場封かん養生とする。

ＰＣ鋼材の緊張用定着具の露出部は、プレストレスト導入後すみやかに無収縮モルタル等で完全に保護する。

ＰＣ梁に平行な耐震壁・雑壁がある場合は、プレストレスが導入されるよう以下のような配慮を施す。

施工計画は工事着手前に充分検討し、その計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。

コンクリート中に混和剤を用いる場合は、その品質・使用量について監督職員の承諾を受ける。
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スラブリスト
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4-D25

2-D10

600X850

　-D13@100

450X800

7-D25

7-D25

□-D13@200

600X900

6-D25

6-D25

4-D10 2-D10

全断面

450X850

　-D13@150

500X900

　-D13@150

4-D10

7-D29

7-D29

2-D10

450X800

□-D13@200

全断面

4-D25

4-D25

2-D10

450X800

□-D13@200

全断面

4-D25

4-D25

2-D10

□-D13@200

全断面

4-D25

4-D25

450X600

全断面

2-D10

　-D13@150

450X800 450X1,100

　-D13@150

4-D10

全断面

2-D10

450X800

□-D13@200

全断面

4-D25

4-D25

全断面

250X400

2-D19

2-D19

□-D10@200

D

20
0

5
0

60

B

450X1,500

6-D25

　-D13@150

6-D10

8-D25

特記なき限り下記による

巾止筋　D10@1000

符　　号

位　　置 全断面 全断面

断　　面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ □-D13@150

腹　　筋 2-D10

片持梁リスト　　1:40

450X800

7-D25

5-D25

CG1 CG2

□-D13@150

2-D10

450X800

8-D25

CG3

基端部 先端部

600X900

2-D10

11-D29

8-D29

　-D13@150

600X750

11-D29

8-D29

全断面 全断面基端部 先端部

CG4

5-D19

3-D19

250X800

5-D19

3-D19

250X600

2-D10

□-D10@150

CG5

350X800

□-D10@200

2-D10

5-D25

3-D25

CG6

4-D25

□-D13@150

2-D10

FCG1

全断面

400X1,000

□-D13@200

4-D10

4-D25

4-D25

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

断　　面

全断面位　　置

土間コンクリート増打要領

▼1FL

▼GL1
50

2
0
0

3-D19
2-D16,3-D16

20
d

補強筋　2-D16(B≦350)　3-D16(350＜B＜500)

3-D19(500≦B)

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟと同径，同ﾋﾟｯﾁ

G

C

特記事項

大梁の柱内定着は柱せいDの0.75D以上とする

0.75D

1　腹筋の定着長さはL2、継手長さはL1とする

2　ｽﾀｰﾗｯﾌﾟの加工寸法は、下記による

dD

b

B

b=B-100

d=D-100
主筋方向優先順位

X方向上梁主筋
Y方向上端主筋

Y方向下端主筋
X方向下梁主筋

X,Y方向で主筋交差が生じる場合は、下記による。

上端筋は,Y方向を上方、X方向を下方とする。

下端筋は,Y方向を下方、X方向を上方とする。

Ｂ

Ｂ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｃ

(
増

し
コ

ン
)

(増しコン)

Ｂ:リストの梁幅

2
0

20

柱面と梁面が同面の場合の処置

特記なき限り下記による

小梁リスト　　1:40
巾止筋　D10@1000

符　　号 B1 B2 B3 B4 B5

位　　置 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

断　　面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10

300X700

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10 2-D10

4-D22

□-D10@200

350X700

4-D22

2-D10

4-D22

□-D10@200

350X700

3-D22

350X800

□-D10@200

2-D10

4-D22

4-D22

300X800

B6

300X600

3-D19

3-D19

□-D10@200

2-D10

全断面

全断面

300X1,250

3-D22

3-D22

□-D10@200

4-D10

FB2

全断面

300X800

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10

FB1 FB3

全断面

□-D10@200

2-D10

3-D22

3-D22

300X700

符　　号

位　　置

断　　面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

FB4 FB5

全断面 全断面

500X600

4-D22

4-D22

□-D13@200

2-D10 2-D10

□-D10@200

3-D22

350X600

3-D22

4-D255-D25

5-D25

7-D29

7-D29

ＰＨ階

G6

5-D25

5-D25

5-D25

5-D25

500X750

(屋内運動場棟)

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

補強筋

柱面

B

D

L2 B

補強筋

腹筋D +

補強筋
ねじれ補強筋 腹筋

(凡例) ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。

（註） 1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。

3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。

2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。
補強筋

B x D 大梁リスト参照

4-D16

6-D16

屋内運動場棟

※1

6-D22※13

※2 6-D19

※11

※12

校舎棟

4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。

5.図は、補強筋が４本の場合とする。

中空ｽﾗﾌﾞ受梁ねじれ補強要領

大梁、小梁リスト A1=1/40

A3=1/80

2022/03

全断面

□-D10@200

4-D10

300X1,200

3-D19

3-D19

美咲町立義務教育学校柵原学園 S-035

FB6

8-D25

9-D2510-D25

9-D25

10-D25

9-D29

9-D29
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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

スラブリスト

短辺方向主筋 長辺方向主筋 主筋方向配筋 配力筋方向配筋ｽﾗﾌﾞ厚
備考記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 記　号位　置 備考 位　置

端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央基端～先端

上端筋 上端筋
CS1S1

下端筋 下端筋

D10　@150 D13　@200上端筋 上端筋
CS2S2 150

下端筋 D10　@150 下端筋 D13　@200

上端筋 D10　@200上端筋
S3 CS3

下端筋 下端筋 D10　@200

上端筋
S4 150

下端筋下端筋

300～200
D13　@150

D13　@150

250

250～150
D10　@150

D10　@150

D10　@200 D10　@250

D10　@200 D10　@250

D10　@200

D10　@200

250
D13　@150

D13　@150

D13　@200

D13　@200

D10,D13　@150 D10　@150

D10,D13　@150 D10　@150

上端筋

下端筋下端筋

上端筋

下端筋下端筋

D10,D13　@150

D10,D13　@150

上端筋

下端筋下端筋

S5 180
D13　@150

D13　@150

D13　@150

D13　@150

S6 180
D10,D13　@200

D10,D13　@200

S7 180
D10　@200

D10　@200

D13　@100

D13　@100

D13　@200

D13　@200

D10　@200上端筋

下端筋 D10　@200
CS4 150

D10　@200

D10　@200

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

非耐力壁とｽﾗﾌﾞとの取合配筋要領

1,300 1,300

L2 L2 L2

ｽﾗﾌﾞ

壁 壁

(1)上階に壁のない場合

壁壁1-D13
ｽﾗﾌﾞ

交互に折曲げ

(3)下階に壁がない場合

ｽﾗﾌﾞ ｽﾗﾌﾞ

壁 壁

2-D13 ｽﾗﾌﾞ
交互に折曲げ

1-D13

(2)壁が上下で連続している場合

2-D131-D13

ｽﾗﾌﾞ

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

片持スラブ　　配筋図 1:30

1:30南側階段（両端支持、片持式)　　配筋図

設備基礎（凡例)

▼RFL 3
0

75

1-D13

D10@200
▼2FL

1
30

1
30

13
0

2
50

60
0

8
0
0

7
5
0

D13@200 80
0

1-D13

150
2,500

2CG4

O1

2G5

CS1

RG5

30
0

CS2D13@200

D13@150

13
0

20
0

D13@100

1-D13

OF

250 125125 250

8
00

3
0

8
0
0

30

1,925

▼2FL

▼RFL

B5

ﾌﾟｰﾙ外周立上り　　配筋図 1:30

9
00

8
0
0

150

▼2FL

1
3
0

2-D13

D10@200　ﾁﾄﾞﾘ

D10@150　ﾁﾄﾞﾘ

B5

265

D10@200

1-D13

1-D13

D13@200

20
0

1
5
0

D13@200 W18

2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

D10@200

1-D13

1,580
180

D13@200

1-D13

D10@200 1-D13

1-D13

ｈ≦２００

1-D13 D13@200

1-D13

２００＜ｈ≦４００

ｈ

D13@200

1-D13 1-D13

1
00

100

壁スリット部分

垂直スリット ※部詳細
1,2階　30

セパレーター

※部
柱

ｔ

ｔ

水平部詳細 スリット固定材D10@400

スリット材（不燃材）

3
0

スリット材（不燃材）

耐震スリットは、「スリットン」、「パイロン」、「エキスパンウォール」

などの既製品のいずれかを使用する

25

全断面

開口補強筋について軸組図に記入なき限り下記による

L1

L1 (注)特記なき限り下記による

1　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の巾止め筋は、縦横共1-D10-@1000以内とする開口部補強

2　耐震壁の鉄筋の継手及び定着長さはL1とし、一般壁はL2とする

L1 3　開口部が柱、梁に接する部分、及び最大開口径が300以下で鉄筋を

L1 L1
　　ゆるやかに曲げる事により、開口部をさけて配筋できる場合は補強を

目地
L1

　　　要しない

4　目地がある時、上図のように補強する
開口補強筋要領

巾止筋　D10@1000　内外壁リスト　1:30

記　号 EW15

位　置 全断面

断　面

壁　厚 150

縦　筋 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

横　筋 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13縦,横筋開口部

補強筋 斜メ筋

全断面

180

2-D13

W15

全断面

150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13 2-D13

全断面

150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

2-D13

EW15a

4-D13

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

全断面

180

2-D13

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

EW18a

6-D164-D16

D13@125(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

EW25

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

250

(屋内運動場棟)

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

スラブ・壁リスト　雑配筋図

2022/03

A1=1/30

A3=1/60
美咲町立義務教育学校柵原学園 S-036

D13　@150

上端筋
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

下端筋

D13  @200

D13  @200
200

D13  @200

D13  @200

短辺方向主筋 長辺方向主筋
記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 位　置 備考

端　部 中　央 端　部 中　央

上端筋
KS1

下端筋

階段踊場

二隣辺固定版
150

D10　@200

D10　@200

D10　@200

D10　@200

上端筋

下端筋
200地下ﾋﾟｯﾄ床

D10  @200

D10  @200

D10  @200

D10  @200

上端筋

下端筋下端筋
FS1 250

D16　@150

D16　@150

D16　@150

D16　@150
EVﾋﾟｯﾄ

EW18

150

ｽﾗﾌﾞ段差1

40d

45°

1.5t 40d

2-D13
1-D13

ｽﾗﾌﾞ段差2

40d

1.5t

2-D13 1-D13

1-D13

D13@200
1-D13

2-D13

D13@200
1-D13

2-D13

t
1
00
～

15
0

t
1
5
0
～
4
0
0

40d

45°

耐火タイプを使用する。

25
0

1
8
0

S3

S7

D13、D16　@100

3-D16

3-D16

B5

腹筋
3-D16

腹筋
3-D16
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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

鉄骨小梁リスト　　1:30

符　　号

断　　面

部　　材

継　　手

備　　考

SB1 SB2

特記なき限り鋼材はSS400,高力ﾎﾞﾙﾄはS10Tとする

SB3 SB4 SB5

80

H-350X175X7X11

GPL-9　HTB,4-M20

4
0

60
6
0

6
0

4
0

80

4
060

4
0

H-175X90X5X8

GPL-6　HTB,2-M16

80

4
0

6
0

6
0

4
0

H-250X125X6X9

GPL-6　HTB,3-M16

80

4
0

60

4
0

H-200X100X5.5X8

GPL-6　HTB,2-M16

80

4
0
6
0
6
0
4
0

GPL-9　HTB,3-M20

H-300X150X6.5X9

符　　号

断　　面

部　　材

継　　手

備　　考

1
,4
6
0

27575

5
,
3
75

1,434 1,434

2,964

96

107

2,750

107

3
0

7
5

10

KP1KP1

L-100X100X10
HTB,2-M20

別図参照

L-100X100X10
HTB,2-M20

壁にｱﾝｶｰ取付　6-M12(SS400)

梁にｱﾝｶｰ取付　3-M16(SS400)

KB1

鉄骨階段伏図　　1:50

PL-16X350X350

4-M16(L=600　ﾌｯｸ付)

X

Y

□-150X150X6

KP1

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-@100

※
50 PL-4.5

20※

蹴込板、踏板　PL-4.5

PL-12

100 150 100

5
0

1
0
0

5
0

100 150 100

埋込長　L=300　DN

5
0

BPL-16　A.BOLT2-M20(SS400)

内部鉄骨階段

ｻｻﾗPL-12X300 ｻｻﾗPL-12X300 ｻｻﾗPL-12X300

300

6045 45

3
00

1
0
0

1
0

3
00

HB1

GPL-9　HTB,2-M20

PL-9

部　　材

継　　手

符　　号

断　　面

符　号

部　材

BASE.PL

A.BOLT

備　考

柱  脚

250

50 50

2
5
0

5
0

5
0

80

4
0
6
0
6
0
4
0

GPL-9　HTB,3-M20

H-300X150X6.5X9

KB1

鉄骨階段部材リスト　　1:30

15
0

1
,7
5
0

80

4
0

6
0

6
0

6
0

40

4
0

6
0

6
0

6
0

40

80

80

4
0

6
0

60
6
0

4
0

80

4
0
6
0 606

0
4
0

2,821.3

2,836.3

2,836.3

3,575.8

1,100 1,100

1
50

1
,
75
0

1
2
5

2
,
4
75

▼1FL+7,950

▲1FL+10,425

2
50

10
8

K1
H-20

0X10
0X5.

5X8

T
P
1

H
-2
5
0
X2
5
0
X9
X
1
4

SB1

SB2

SB2

SB2

H-350X175X7X11

H-200X100X5.5X8

H-200X
100X5.

5X8

T
P
1

H-
2
5
0X
2
5
0
X9
X
1
4

SB4

H-250X250X9X14

H-250X250X9X14

GPL-9　4-M20 GPL-9　4-M20

GPL-6　2-M16

GPL-6　2-M16
GPL-6　2-M16

GPL-6　2-M16

3,4252,717 2,717 2,7172,716 3,425
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開口面開口面開口面開口面開口面開口面開口面

１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲

４．仮設支保工４．仮設支保工４．仮設支保工４．仮設支保工４．仮設支保工４．仮設支保工４．仮設支保工

５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図５．中空スラブ標準構成図

６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長６．配筋要領図・余長

７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図７．段差部配筋要領図

８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領８．大梁定着配筋要領

９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領９．開口割付・補強要領

１０．仮設開口１０．仮設開口１０．仮設開口１０．仮設開口１０．仮設開口１０．仮設開口１０．仮設開口

１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管１１．中空スラブ内設備配管

３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工３．中空スラブの施工

（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。

（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ

（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける

（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの

（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。

（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。

　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、　　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、

　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。　　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。

　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）　　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）

　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、　　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、

　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。　　　支保工bを除去できる。

　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。　　　原因となるので留意のこと。

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称

１１１１１１１

２２２２２２２

３３３３３３３

４４４４４４４

５５５５５５５

６６６６６６６

７７７７７７７

パイプパイプパイプパイプパイプパイプパイプ

番線番線番線番線番線番線番線

受金物受金物受金物受金物受金物受金物受金物

受台受台受台受台受台受台受台

ウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジ

スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋

型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠

k層k層k層k層k層k層k層

支保工a支保工a支保工a支保工a支保工a支保工a支保工a

j層j層j層j層j層j層j層

（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）（k層の設計基準強度100%以上→除去可）

i層i層i層i層i層i層i層

（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）（j層の設計基準強度100%以上→除去可）

h層h層h層h層h層h層h層

支保工b支保工b支保工b支保工b支保工b支保工b支保工b

打設階打設階打設階打設階打設階打設階打設階

　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。　 中空スラブ断面図等を参照のこと。

＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成

　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、　 パイプ寸法・鉄筋かぶりは、別途スラブリスト、

D:スラブ厚D:スラブ厚D:スラブ厚D:スラブ厚D:スラブ厚D:スラブ厚D:スラブ厚

P:パイプピッチP:パイプピッチP:パイプピッチP:パイプピッチP:パイプピッチP:パイプピッチP:パイプピッチ

６６６６６６６

PPPPPPP PPPPPPP

区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界 ６６６６６６６５５５５５５５３３３３３３３７７７７７７７

DD DDDD D
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配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分 配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配
筋

区
分

配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分配筋区分
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・ d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。・d は鉄筋の呼び径とする。

・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。

・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。

・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として・※１印の継手長さは40d（L1として

　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。　もよい）かつ5h1,2以上とする。

・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として・※２印の定着長さは40d（L2として

　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。　もよい）以上とする。

・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと・※３印の定着長さは40d（L2+5dと

　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。　してもよい）以上とする。

・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。・各部寸法は設計図によること。

※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。※h＞100の場合は、監理者の指示によること。

（１）通常（１）通常（１）通常（１）通常（１）通常（１）通常（１）通常 （５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B

（２）逆梁（２）逆梁（２）逆梁（２）逆梁（２）逆梁（２）逆梁（２）逆梁

（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合（３）梁の増打がある場合

（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B

（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ（６）片持ちスラブ

L2L2L2L2L2L2L2

L3L3L3L3L3L3L3

0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～350

0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～350

L2L2L2L2L2L2L2

L3L3L3L3L3L3L3

L2L2L2L2L2L2L2

0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～350

L3L3L3L3L3L3L3

LLLLLLL

hhhhhhh

L2L2L2L2L2L2L2
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1111111 2222222※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用

〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50〈a〉段差 h≦50

〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70〈b〉段差 50<h≦70
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2222222 100以上100以上100以上100以上100以上100以上100以上 段差面段差面段差面段差面段差面段差面段差面
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段差面段差面段差面段差面段差面段差面段差面

L2L2L2L2L2L2L2

hhhhhhh

LLLLLLL1111111 0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～350

2222222 250以上250以上250以上250以上250以上250以上250以上
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上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋

スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長

〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100〈c〉段差 70<h≦100

LLLLLLL0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～3501111111

上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋上端筋と同等以上配筋

スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長スラブ下端筋の位置まで伸長
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段差面段差面段差面段差面段差面段差面段差面2222222 400以上400以上400以上400以上400以上400以上400以上
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h1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mm

h1≦50mmh1≦50mmh1≦50mmh1≦50mmh1≦50mmh1≦50mmh1≦50mm
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h2≦150mmh2≦150mmh2≦150mmh2≦150mmh2≦150mmh2≦150mmh2≦150mm h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上
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h1＞150mmh1＞150mmh1＞150mmh1＞150mmh1＞150mmh1＞150mmh1＞150mm

h1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mmh1≦150mm

h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上h1+t以上

h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１h2≦150mm のため下端筋は※１
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補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。

（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）（片持ちスラブ）

25d25d25d25d25d25d25d

（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。（注）梁内定着も可とする。

割付要領割付要領割付要領割付要領割付要領割付要領割付要領

補強要領補強要領補強要領補強要領補強要領補強要領補強要領

DDDDDDD DDDDDDD

DD DDDD D

aaaaaaa aaaaaaa

・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。

・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。・設計図に指示がない開口に適用する。

・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて

　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）　補強筋として配置する。（上端、下端共）

　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。

　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）

・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。

・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が

　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。

　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。　梁際からLx/6の位置を示す。

　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。

　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の

　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを

　　考慮すること）　　考慮すること）　　考慮すること）　　考慮すること）　　考慮すること）　　考慮すること）　　考慮すること）

　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で

　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。　　付着性能を確保する。

　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。

a-a断面a-a断面a-a断面a-a断面a-a断面a-a断面a-a断面

開口面開口面開口面開口面開口面開口面開口面

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
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開口面開口面開口面開口面開口面開口面開口面
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切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋

切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋切断される鉄筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋

スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

L2L2L2L2L2L2L2
開口面開口面開口面開口面開口面開口面開口面

・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき・開口幅≦パイプ幅のとき

開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲開口を設けられる範囲

部分の方が良いが部分の方が良いが部分の方が良いが部分の方が良いが部分の方が良いが部分の方が良いが部分の方が良いが

部分でも可とする。部分でも可とする。部分でも可とする。部分でも可とする。部分でも可とする。部分でも可とする。部分でも可とする。
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補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

1000程度1000程度1000程度1000程度1000程度1000程度1000程度

D：スラブ厚D：スラブ厚D：スラブ厚D：スラブ厚D：スラブ厚D：スラブ厚D：スラブ厚

中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。

・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」

・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」

・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。

（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）（開口がパイプ幅内）

スラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合はスラブ筋を切断しない場合は

補強筋を要しない。補強筋を要しない。補強筋を要しない。補強筋を要しない。補強筋を要しない。補強筋を要しない。補強筋を要しない。

（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）（開口がパイプ幅外）
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印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。印は、配筋区分を示す。

※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、※配筋区分の表記が無い場合は、
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パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去

パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去パイプ除去
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１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領１２．最上階隅角部の補強筋要領

１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領１３．梁際の中空スラブ配筋要領

　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。　配管スペースを作る。

・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には

　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。　原則として設備配管をしてはならない。

　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。　ただし、直交する方向は配管しても良い。

　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。　設備配管をしてはならない。

・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として・直交方向端部のせん断負担部（　　 部）には原則として

段差部段差部段差部段差部段差部段差部段差部

－主方向－－主方向－－主方向－－主方向－－主方向－－主方向－－主方向－

－直交方向－－直交方向－－直交方向－－直交方向－－直交方向－－直交方向－－直交方向－

WWWWWWW
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ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

WWWWWWW WWWWWWW

WWWWWWW

DD DDDD D WW WWWW W

DD DDDD D WW WWWW W

　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も　スペースを確保する対応も

※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し※配管部のﾊﾟｲﾌﾟ口径を調整し

　可とする。　可とする。　可とする。　可とする。　可とする。　可とする。　可とする。

　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。　但し、監理者の承諾を得ること。

－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－－パイプに平行する場合－

パイプの上下に入れるパイプの上下に入れるパイプの上下に入れるパイプの上下に入れるパイプの上下に入れるパイプの上下に入れるパイプの上下に入れる パイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れるパイプを抜いた所に入れる

（径が小さい時）（径が小さい時）（径が小さい時）（径が小さい時）（径が小さい時）（径が小さい時）（径が小さい時） （径が大きい時）（径が大きい時）（径が大きい時）（径が大きい時）（径が大きい時）（径が大きい時）（径が大きい時）

（本数が多い時）（本数が多い時）（本数が多い時）（本数が多い時）（本数が多い時）（本数が多い時）（本数が多い時）

－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－－パイプに直交する場合－

配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止
300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける300mm程度の配管ルートを設ける

パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下

配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止配管禁止

パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下パイプ径以下

（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）

スラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断したスラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断した

場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。

但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。

ａ≧100；2本ａ≧100；2本ａ≧100；2本ａ≧100；2本ａ≧100；2本ａ≧100；2本ａ≧100；2本

ａ＜100；1本ａ＜100；1本ａ＜100；1本ａ＜100；1本ａ＜100；1本ａ＜100；1本ａ＜100；1本

aaaaaaa

－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－－梁ぎわ配管－ －電気ボックス部－－電気ボックス部－－電気ボックス部－－電気ボックス部－－電気ボックス部－－電気ボックス部－－電気ボックス部－

補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する補強筋は梁へ20ｄ定着する
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L≦100L≦100L≦100L≦100L≦100L≦100L≦100

200＜L200＜L200＜L200＜L200＜L200＜L200＜L

100＜L≦200100＜L≦200100＜L≦200100＜L≦200100＜L≦200100＜L≦200100＜L≦200

梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし

梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし梁際なし

梁面梁面梁面梁面梁面梁面梁面 LLLLLLL

50～10050～10050～10050～10050～10050～10050～100

梁面梁面梁面梁面梁面梁面梁面 LLLLLLL

梁面梁面梁面梁面梁面梁面梁面 LLLLLLL

50～10050～10050～10050～10050～10050～10050～100

直交方向直交方向直交方向直交方向直交方向直交方向直交方向

主方向主方向主方向主方向主方向主方向主方向

配管禁止部分配管禁止部分配管禁止部分配管禁止部分配管禁止部分配管禁止部分配管禁止部分

：最上階 隅角部：最上階 隅角部：最上階 隅角部：最上階 隅角部：最上階 隅角部：最上階 隅角部：最上階 隅角部

端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し

※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下※端部のスラブ筋ピッチが100以下

　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要　となる場合は、補強は不要

スラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチ スラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチスラブ筋ピッチ

補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10 補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10補強筋1-D10

下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。下図に従い、別途補強を行うこと。

※※※※※※※

・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を調整すること。

　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。

・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して・配管の集中する部分はパイプを除去して

主方向の補強筋主方向の補強筋主方向の補強筋主方向の補強筋主方向の補強筋主方向の補強筋主方向の補強筋 直交方向の補強筋直交方向の補強筋直交方向の補強筋直交方向の補強筋直交方向の補強筋直交方向の補強筋直交方向の補強筋

L：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋までL：梁面から第１鉄筋まで

２．使用部材２．使用部材２．使用部材２．使用部材２．使用部材２．使用部材２．使用部材

パイプパイプパイプパイプパイプパイプパイプ

部　材　名　称部　材　名　称部　材　名　称部　材　名　称部　材　名　称部　材　名　称部　材　名　称

亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板

材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質 規格および材質規格および材質規格および材質規格および材質規格および材質規格および材質規格および材質

JIS-G3302JIS-G3302JIS-G3302JIS-G3302JIS-G3302JIS-G3302JIS-G3302

JIS-G3313JIS-G3313JIS-G3313JIS-G3313JIS-G3313JIS-G3313JIS-G3313

SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)SGCC  (相当品)

SECC　(相当品)SECC　(相当品)SECC　(相当品)SECC　(相当品)SECC　(相当品)SECC　(相当品)SECC　(相当品)

パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。

問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号問い合わせ電話番号 大阪（本社）大阪（本社）大阪（本社）大阪（本社）大阪（本社）大阪（本社）大阪（本社）

東京東京東京東京東京東京東京

名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋

中国中国中国中国中国中国中国

北海道北海道北海道北海道北海道北海道北海道

東北東北東北東北東北東北東北

九州九州九州九州九州九州九州

06-6538-770806-6538-770806-6538-770806-6538-770806-6538-770806-6538-770806-6538-7708

03-3450-855803-3450-855803-3450-855803-3450-855803-3450-855803-3450-855803-3450-8558

052-551-6934052-551-6934052-551-6934052-551-6934052-551-6934052-551-6934052-551-6934

082-247-4134082-247-4134082-247-4134082-247-4134082-247-4134082-247-4134082-247-4134

011-661-6781011-661-6781011-661-6781011-661-6781011-661-6781011-661-6781011-661-6781

022-227-1882022-227-1882022-227-1882022-227-1882022-227-1882022-227-1882022-227-1882

092-451-6626092-451-6626092-451-6626092-451-6626092-451-6626092-451-6626092-451-6626

・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法

　 に適用する。　 に適用する。　 に適用する。　 に適用する。　 に適用する。　 に適用する。　 に適用する。

・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を

　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。　 前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。

・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。

Ｖｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.DＶｅｒ：KH.010.011.D

中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書

中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書中空スラブ標準仕様書

梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)

梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)梁際 1-D13 (1-D16)

梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)

梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)梁際 2-D13(2-D16)

( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。( )内は屋内運動場棟を示す。

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園
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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

A1=1/200

A3=1/400

（校舎棟）２階中空スラブ伏図

(L=600x9,W=300x8)
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特記なき限り下記による

1. 中空スラブ表記

は主方向を示す。

はパイプ径φ-225x125を示す。

L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。

2. 中空スラブ天端レベル

を示す。2FL - 30 (D=250,φ-225x125)

3. 中空スラブ補強：補強要領参照

は梁交差部補強位置を示す。

は受梁ねじれ補強位置を示す。

その他4.

中空スラブ断面配筋

a-a'主方向断面   b-b'直交方向断面 位置を示す。

(S) は中空スラブ以外を示す。

（校舎棟）２階中空スラブ伏図

（見上げ図）

※2

1:200

VS1,VS5は、配筋区分線上から1ピッチまで短管配置とする。

KD

KA

KB

KC

(
@
33
5
x
10
)

（
配
筋

区
分

位
置

）
（
K
1
4
-K
1
5
通
間

の
み

）

（
K
1
4
-K
1
5
通
間

の
み

）

1
,
40
0

5
,
69
5

1
,
4
05

（
パ

イ
プ

配
置

位
置

）
（

K
1
5-
K
1
7通

間
の

み
）

（
配

筋
区

分
位

置
）

（
K
1
5-
K
1
7通

間
の

み
）

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

2022/03美咲町立義務教育学校柵原学園 S-042
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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村

A1=1/200

A3=1/400

（校舎棟）Ｒ階中空スラブ伏図
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特記なき限り下記による

1. 中空スラブ表記

は主方向を示す。

はパイプ径φ-225x125を示す。

L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。

2. 中空スラブ天端レベル

を示す。 (D=250,φ-225x125)

3. 中空スラブ補強：補強要領参照 その他4.

は中空スラブ以外を示す。

RFL - 30 設備基礎位置を示す。

(cS)

（校舎棟）Ｒ階中空スラブ伏図 1:200

（見上げ図）
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(cS)(cS)

B

(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)
は水上位置を示す。

VS4,VS5は、配筋区分線上から1ピッチまで短管配置とする。

水上①：(躯体勾配:RFL-130～+300)
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水上②：(躯体勾配:RFL-60～+190)

水上③：(躯体勾配:RFL-60～+110)

水上位置は構造図参照のこと

開口周囲補強 (vb1)

は受梁ねじれ補強位置を示す。

屋上点検口開口位置を示す。

※1,2

は梁際補強位置を示す。

2022/03

一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

美咲町立義務教育学校柵原学園 S-043

7
3
5

7
3
0

7
3
5

73
0

98
5

7
3
0

9
8
5

73
0

7
3
5

1
13

75
5
4
2

5
4
2
7
5

1
1
3

5
4
8

75
11
3

7
5

5
4
8

1
1
3



ＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥＴＩＴＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧＤＲＡＷＩＮＧ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ ＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦＣＨＩＥＦ ＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲＤＲＡＷＥＲ

武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村

A1=1/200A1=1/200A1=1/200A1=1/200A1=1/200A1=1/200A1=1/200

A3=1/400A3=1/400A3=1/400A3=1/400A3=1/400A3=1/400A3=1/400

D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325 D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325 D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325 D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

1
4
,6
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

7,
7
5
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

6
,
9
0
0

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

（
配
筋

区
分
位

置
）

1,
5
0
0

1,
5
0
0

1,
5
0
0

1,
5
0
0

1,
5
0
0

1,
5
0
0

1,
5
0
0

4
,
5
00

4
,
5
00

4
,
5
00

4
,
5
00

4
,
5
00

4
,
5
00

4
,
5
00

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
7
50

1
,
35
0

1
,
35
0

1
,
35
0

1
,
35
0

1
,
35
0

1
,
35
0

1
,
35
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

1
,3
5
0

D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325 D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=325D=300D=300D=300D=300D=300D=300D=300 D=300D=300D=300D=300D=300D=300D=300

（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）
（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）

（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）（パイプ配置位置）
（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

BBBBBBB

AAAAAAA

CCCCCCC CCCCCCC CCCCCCC BBBBBBB

AAAAAAA

CCCCCCC CCCCCCC BBBBBBB

AAAAAAA

AAAAAAA

CCCCCCC CCCCCCC BBBBBBB CCCCCCC

AAAAAAA

AAAAAAA

BBBBBBBCCCCCCC CCCCCCC

AAAAAAA

CCCCCCC

AAAAAAA

BBBBBBB

AAAAAAA

CCCCCCC CCCCCCC BBBBBBB

AAAAAAA

AAAAAAA

CCCCCCC CCCCCCC BBBBBBB CCCCCCC

AAAAAAA

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=
60
0
x
7
,W
=
3
00
x
6
)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

(
L
=6
0
0
x7
,
W
=
30
0
x
6)

6,8506,8506,8506,8506,8506,8506,850 8,1508,1508,1508,1508,1508,1508,150 8,1508,1508,1508,1508,1508,1508,150 6,8506,8506,8506,8506,8506,8506,850

1,4001,4001,4001,4001,4001,4001,400 3,9003,9003,9003,9003,9003,9003,900 1,5501,5501,5501,5501,5501,5501,5501,5251,5251,5251,5251,5251,5251,525 5,1005,1005,1005,1005,1005,1005,100 1,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,525 5,1005,1005,1005,1005,1005,1005,100 1,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5501,5501,5501,5501,5501,5501,550 3,9003,9003,9003,9003,9003,9003,900 1,4001,4001,4001,4001,4001,4001,400（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）
（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）（OA-OB通間）

(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5) (@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)(@300x5)

(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)

(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9) (@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)

VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12 VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12 VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12 VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12

VS11VS11VS11VS11VS11VS11VS11 VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12 VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12 VS11VS11VS11VS11VS11VS11VS11

(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@300x9)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)(@360x3)

(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6) (@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6) (@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6) (@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6) (@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6) (@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6) (@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6) (@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)(@360x6)

（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）（配筋区分位置）

30,00030,00030,00030,00030,00030,00030,000

6,8506,8506,8506,8506,8506,8506,850 8,1508,1508,1508,1508,1508,1508,150 8,1508,1508,1508,1508,1508,1508,150 6,8506,8506,8506,8506,8506,8506,850

3,9603,9603,9603,9603,9603,9603,960 5,1005,1005,1005,1005,1005,1005,100 5,1005,1005,1005,1005,1005,1005,100 1,5301,5301,5301,5301,5301,5301,530 3,9603,9603,9603,9603,9603,9603,9601,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,5251,525 1,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,3601,360 1,5301,5301,5301,5301,5301,5301,530 1,5251,5251,5251,5251,5251,5251,525
（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）（OB-OC通間）
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特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による

1.1.1.1.1.1.1. 中空スラブ表記中空スラブ表記中空スラブ表記中空スラブ表記中空スラブ表記中空スラブ表記中空スラブ表記

は主方向を示す。は主方向を示す。は主方向を示す。は主方向を示す。は主方向を示す。は主方向を示す。は主方向を示す。

2.2.2.2.2.2.2. 中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル中空スラブ天端レベル

を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。

3.3.3.3.3.3.3. 中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照中空スラブ補強：補強要領参照

L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。L はパイプ長さを、W はパイプ空き間隔を示す。

はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。はパイプ径φ-250x150を示す。

はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。はパイプ径φ-175を示す。

2FL - 6002FL - 6002FL - 6002FL - 6002FL - 6002FL - 6002FL - 600 [D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150][D=300,φ-250x150]

<D=325,φ-175><D=325,φ-175><D=325,φ-175><D=325,φ-175><D=325,φ-175><D=325,φ-175><D=325,φ-175>

その他その他その他その他その他その他その他4.4.4.4.4.4.4.

(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。は中空スラブ以外を示す。

(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)(設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領参照)

O1O1O1O1O1O1O1 O2O2O2O2O2O2O2 O3O3O3O3O3O3O3 O4O4O4O4O4O4O4 O5O5O5O5O5O5O5

OAOAOAOAOAOAOA

OBOBOBOBOBOBOB

OCOCOCOCOCOCOC

O1O1O1O1O1O1O1 O2O2O2O2O2O2O2 O3O3O3O3O3O3O3 O4O4O4O4O4O4O4 O5O5O5O5O5O5O5

（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図

（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図（屋内運動場棟）２階中空スラブ伏図 1:2001:2001:2001:2001:2001:2001:200

（見上げ図）（見上げ図）（見上げ図）（見上げ図）（見上げ図）（見上げ図）（見上げ図）

(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6) (@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)(@300x6)

は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。は受梁ねじれ補強位置を示す。※11～13※11～13※11～13※11～13※11～13※11～13※11～13

すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。すべて配筋区分線上から3ピッチまで短管配置とする。

(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)

(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)

(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)

(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S) (S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)(S)

2,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500 2,7502,7502,7502,7502,7502,7502,750 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7002,7002,7002,7002,7002,7002,700 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7002,7002,7002,7002,7002,7002,700 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7502,7502,7502,7502,7502,7502,750 1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500 2,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600

2,8002,8002,8002,8002,8002,8002,800 1,0801,0801,0801,0801,0801,0801,080 2,9702,9702,9702,9702,9702,9702,970 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7002,7002,7002,7002,7002,7002,700 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,7002,7002,7002,7002,7002,7002,700 2,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725 2,9702,9702,9702,9702,9702,9702,970 1,0801,0801,0801,0801,0801,0801,080 2,8002,8002,8002,8002,8002,8002,8002,7252,7252,7252,7252,7252,7252,725

30,00030,00030,00030,00030,00030,00030,000

は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。は梁際パイプ除去位置を示す。

柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。柱型(S柱土台)位置を示す。

(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁) (逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁) (逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁) (逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)(逆梁)
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一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者

美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園美咲町立義務教育学校柵原学園 S-044S-044S-044S-044S-044S-044S-044



A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30

A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60

中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領中空スラブリスト、施工断面図、定着要領
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2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 1-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @125
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1-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @1251-D13 @125

【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】
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【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】
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【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】
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【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】
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（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。1:301:301:301:301:301:301:30

φ-250x150 @360φ-250x150 @360φ-250x150 @360φ-250x150 @360φ-250x150 @360φ-250x150 @360φ-250x150 @360

125125125125125125125

VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12

125125125125125125125 250250250250250250250

【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】【一部短管配置あり】
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（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。（註）1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書8を参照。　2.配筋ピッチ内にリストに示す配筋を行うこと（順不同）。
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符号符号符号符号符号符号符号 PPPPPPPDDDDDDD パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径
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備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト
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2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。

3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。

（註）（註）（註）（註）（註）（註）（註）

4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。

1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。

符号符号符号符号符号符号符号 PPPPPPPDDDDDDD パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径パイプ径 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト詳細リスト

300300300300300300300

325325325325325325325 175175175175175175175300300300300300300300

360360360360360360360 250x150250x150250x150250x150250x150250x150250x150 受台高さ70㎜受台高さ70㎜受台高さ70㎜受台高さ70㎜受台高さ70㎜受台高さ70㎜受台高さ70㎜

受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ受台高さ70㎜,丸パイプ

VS11VS11VS11VS11VS11VS11VS11

VS12VS12VS12VS12VS12VS12VS12
屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟

2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可とする。

3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。

（註）（註）（註）（註）（註）（註）（註）

4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。4．< >内は屋外に接する面の鉄筋の設計かぶり厚さを示す。

1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。1．パイプは、栗本鐵工所製定尺パイプ<300ピッチ>とするが、場合により任意長さ追加も可とする。

型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠 受台受台受台受台受台受台受台 ウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジウェッジ

区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界区間境界

受金物受金物受金物受金物受金物受金物受金物
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内リブ鋼製内リブ鋼製内リブ鋼製内リブ鋼製内リブ鋼製内リブ鋼製内リブ鋼製
ワインディングパイプワインディングパイプワインディングパイプワインディングパイプワインディングパイプワインディングパイプワインディングパイプ

DD DDDD D

(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図(校舎棟) 中空スラブ 施工断面図

(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図(屋内運動場棟) 中空スラブ 施工断面図

(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト(校舎棟) 中空スラブリスト

(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト(屋内運動場棟) 中空スラブリスト

(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領(屋内運動場棟) 定着要領

スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領スラブ筋ピッチが異なる位置の定着要領
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相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。相互配筋共に大梁内定着とする。
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下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領下端増打ちがある逆梁の定着要領
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番線番線番線番線番線番線番線

スラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置はスラブ筋ピッチが異なる位置は

※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること※下端筋は大梁に入ってからのL3定着とすること
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美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )美 咲 町 立 義 務 教 育 学 校 柵 原 学 園 (仮 称 )
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武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166FAX.086-234-0166

TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎竹崎武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村武村2022/032022/032022/032022/032022/032022/032022/03

一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者構造設計担当者
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武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号一級建築士事務所登録　第12621号
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TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688TEL.086-234-6688〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1〒700-0945 岡山市南区新保 1187番地の1

　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号　一級建築士登録292274号
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屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟

vb1vb1vb1vb1vb1vb1vb1

位　置位　置位　置位　置位　置位　置位　置

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

3-D133-D133-D133-D133-D133-D133-D13

3-D133-D133-D133-D133-D133-D133-D13

300 x 250300 x 250300 x 250300 x 250300 x 250300 x 250300 x 250ＢｘＤＢｘＤＢｘＤＢｘＤＢｘＤＢｘＤＢｘＤ

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

（註）（註）（註）（註）（註）（註）（註）1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。1.　　　はパイプ除去範囲を示す。

2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。2. 補強筋は、スラブ筋とは別に配置すること。

3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。3. 補強筋は40dの定着をとること。

VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋

BBBBBBBﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去
VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋

DD DDDD D

BBBBBBBﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去ﾊﾟｲﾌﾟ除去

VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋

VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋VSｽﾗﾌﾞ筋

DD DDDD D

【d断面】【d断面】【d断面】【d断面】【d断面】【d断面】【d断面】

【c断面】【c断面】【c断面】【c断面】【c断面】【c断面】【c断面】
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設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面

0～3500～3500～3500～3500～3500～3500～350

パイプ除去範囲パイプ除去範囲パイプ除去範囲パイプ除去範囲パイプ除去範囲パイプ除去範囲パイプ除去範囲

設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面設備基礎面
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柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面 柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面柱型面

屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟

4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。4.補強筋は上端筋のみとし、スラブ筋とは別に配置すること。

2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。2.　　　はパイプ除去範囲を示す。

（註）（註）（註）（註）（註）（註）（註）

3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。3.補強及びパイプ除去位置は中空スラブ伏図を参照。

5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。5.補強筋の定着は、スラブ筋同様に梁内へ L2以上 とする。

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

柱面柱面柱面柱面柱面柱面柱面

BBBBBBB

DD DDDD D

L2L2L2L2L2L2L2 BBBBBBB

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋DD DDDD D +++++++

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
ねじれ補強筋ねじれ補強筋ねじれ補強筋ねじれ補強筋ねじれ補強筋ねじれ補強筋ねじれ補強筋 腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

(凡例)(凡例)(凡例)(凡例)(凡例)(凡例)(凡例) ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は下図による。

受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領受梁ねじれ補強要領

（註）（註）（註）（註）（註）（註）（註）1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。1.ねじれ補強筋の位置は中空スラブ伏図を参照。

3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。3.ねじれ補強筋は腹筋を兼用しても可。

4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。4.ねじれ補強筋の定着は柱内にL2以上もしくは通し筋とする。

2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。2.ねじれ補強筋は通し筋(全断面配筋)とする。

5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。5.図は、補強筋が４本の場合とする。

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

B x DB x DB x DB x DB x DB x DB x D 大梁リスト参照大梁リスト参照大梁リスト参照大梁リスト参照大梁リスト参照大梁リスト参照大梁リスト参照

4-D164-D164-D164-D164-D164-D164-D16

6-D166-D166-D166-D166-D166-D166-D16

屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟屋内運動場棟

※1※1※1※1※1※1※1

6-D226-D226-D226-D226-D226-D226-D22※13※13※13※13※13※13※13

※2※2※2※2※2※2※2 6-D196-D196-D196-D196-D196-D196-D19

※11※11※11※11※11※11※11

※12※12※12※12※12※12※12

中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領中空スラブ補強要領 A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30A1=1/30

A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60A3=1/60

【両棟共通】【両棟共通】【両棟共通】【両棟共通】【両棟共通】【両棟共通】【両棟共通】

設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領設備基礎及び柱型周辺パイプ除去要領
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(屋上点検口)(屋上点検口)(屋上点検口)(屋上点検口)(屋上点検口)(屋上点検口)(屋上点検口)
屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領屋上点検口開口補強端部要領

校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟

校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟

(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト(校舎棟)開口周辺補強リスト 1:301:301:301:301:301:301:30
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A1=1/30

A3=1/60

中空スラブ断面配筋図

特記なき限り を示す。

（註）1.断面位置は、中空スラブ伏図を参照。

2.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書 8 を参照。

3.梁際配筋については、中空スラブ標準仕様書 13 を参照。

1:30 ワインディングパイプ φ-225x125VS1 中空スラブ断面配筋図
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コンクリートの

設計基準強度
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鉄筋の継手及び定着長さ一覧
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増打
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＜中央部パイプ＞
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中央端部
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a-a' 断面図 (主方向)
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一級建築士第243674号　木村誠司

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

美咲町立義務教育学校柵原学園 S-047
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ﾊﾟｲﾌﾟを配置しない範囲
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75

ﾊﾟｲﾌﾟを配置しない範囲
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特記なき限り下記による
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X

1FL=GL+200とする

ｽﾗﾌﾞ天端は1FL-50(GL+150)とする

は,土間ｽﾗﾌﾞを示す
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特記なき限り下記による
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RFL=GL+3,270とする

符号なき壁は全てW18とする

<　>内数字は,RFLからの梁ﾚﾍﾞﾙを示す

内数字は,RFLからの床版ﾚﾍﾞﾙを示す
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屋外便所棟　基礎伏図　　1:100

部室棟　基礎伏図　　1:100 部室棟　R階床梁伏図　　1:100

屋外便所棟　R階床梁伏図　1:100

BA通り軸組図

(屋外便所棟) (屋外便所棟)

(屋外便所棟)

(屋外便所棟)

(屋外便所棟)

符号なき壁は全てW18とする

地中梁天端はGL-200とする

布基礎下端はGL-1,500とする

屋外便所棟　特記なき限り下記による

符号なき壁は全てW18とする

部室棟　特記なき限り下記による

地中梁天端はGL-400とする

布基礎下端はGL-1,300とする

(部室棟) (部室棟)

(部室棟)
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(部室棟)

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

伏図、軸組図

(部室棟・屋外便所棟)
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A3=1/200

2022/03美咲町立義務教育学校柵原学園 S-048
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位　　置

階
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壁梁リスト　　1:40
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位　置
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端　部 中　央 端　部 中　央

短辺方向主筋 長辺方向主筋
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上端筋

下端筋

S2

記　号 ｽﾗﾌﾞ厚

D10@200

D10@200D10@200

スラブリスト

位　置

上端筋
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端　部 中　央 端　部 中　央

短辺方向主筋 長辺方向主筋
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記　号 ｽﾗﾌﾞ厚

D10@200
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片持ちスラブリスト

位　置
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記　号 ｽﾗﾌﾞ厚
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主筋方向配筋 配力筋方向配筋

巾止筋　D10@1000

特記なき限り下記による
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D10@200

D10@200

D10@150

D10@150

上端筋

下端筋

巾止筋　D10@1000

特記なき限り下記による

符　　号

位　　置 全断面全断面

特記なき限り下記による

巾止筋　D10@1000
地中梁ﾘｽﾄ　　1:40

階 FG2FG1

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

地中梁

断　　面

B

2
0
0

D

土間床増打　配筋要領
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▼GL

2
00

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟと同径，同ﾋﾟｯﾁ

補強筋　3-D16(B≧300)

全断面

記　号 W18

位　置

断　面

180壁　厚

縦　筋

横　筋

縦筋

開口部
横筋

補強筋

斜メ筋

腰壁,垂れ壁 先端部

巾止筋　D10@1000　内外

壁配筋リスト　　1:30

端部補強筋

階

Ｌ形交差部

Ｔ形交差部

幅　止　筋

１　階

2-D13

4-D13

W18,W25

1
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,
2
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D10@1000

曲げ補強筋

壁曲げ補強筋リスト　1:30 開口補強筋要領

L1

L1

開口部補強

L1

L1 L1
目地

L1

(注)特記なき限り下記による

1　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の巾止め筋は、縦横共1-D10-@1000以内とする

4　目地がある時、左図右下のように補強する

3　開口部が柱、梁に接する部分、及び最大開口径が300以下で鉄筋を

　　　要しない

2　耐震壁の鉄筋の継手及び定着長さはL1とし、一般壁はL2とする

　　ゆるやかに曲げる事により、開口部をさけて配筋できる場合は補強を要しない。W
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特記無き限り下記による

幅止筋　　D10@1000

梁成は最少寸法を示すものであり,現場にて調整の事
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B1通り架構配筋図　　1:30
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▼GL

▼GL
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腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

上　端　筋

4-D104-D10

□-D10@200 □-D10@200

梁成は最少寸法を示すものであり,現場にて調整の事
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腹　　筋
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上　端　筋
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300X600

3-D19
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2-D10

350X500

4-D19
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250X1,100

4-D10

4-D16
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Ｒ階

断　　面 断　　面

2-D13
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D

B

小梁リスト　　1:40
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沈砂槽
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FB1

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計担当者

(株)倉敷構造設計室

構造設計一級建築士第4087号

一級建築士第243674号　木村誠司

2022/03
部材リスト・架構配筋図

(部室棟・屋外便所棟)

A1=1/30,1/40,1/50

A3=1/60,1/80,1/100
美咲町立義務教育学校柵原学園 S-049
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地中梁ｽﾘｰﾌﾞ位置図　　　1:200

FB7

100

1
00

1
2
5

1
2
5

1
5
0

100 100

100

100

15
0

1
00

1
5
0

1
0
0

FB3

FB3

1
50

FG1

FG1FG1 FG1

FG1a

100

100

F
G
2

100

F
G
4

15
0

1
5
0

ｽﾘｰﾌﾞ口径：特記なき限り 125φ とする
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1階梁貫通孔位置図

梁符号

FG1、FG1a

FG2～FG5

梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)

FCG1

FB1、FB4～FB6

FB2

FB3

FB7

FB8～FB10

100φ 125φ 150φ 175φ 200φ 225φ 250φ 550φ

ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＣ
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ＭＢ ＭＢＭＢ
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2階梁貫通孔位置図

(階高　H=3,600)

Y

X

2階床梁伏図　　1:200

特記なき限り下記による

床版ﾚﾍﾞﾙは2FL-30とする

ｽﾘｰﾌﾞ口径：特記なき限り 150φ とする

梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)

梁符号 100φ 125φ 150φ 175φ 200φ 225φ

2G1 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＢ ＭＢ ＭＢ

ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ2G2

2G2a ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＢ

2G3、2G3a ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ

2G4、2G4a ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ

2G5 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＢ ＭＡ

2CG1 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＢ ＭＢ ＭＢ

2CG2 ＭＡ ＭＡ ＭＢ ＭＢ ＭＣ ＭＢ

2CG3 ＭＡ ＭＡ ＭＢ ＭＢ ＭＢ

2B3 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ
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2B5 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ

2B6 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ

2B7 ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ
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R階梁貫通孔位置図
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R階床梁伏図　　1:200

特記なき限り下記による

床版ﾚﾍﾞﾙはRFL-30とする

ｽﾘｰﾌﾞ口径：特記なき限り 200φ とする

梁符号

梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)
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特記なき限り下記による

1階床梁伏図　　　1:200

1FL=GL+150とする

GL=FH=92.80mとする

ｽﾘｰﾌﾞ口径：特記なき限り 125φ とする

R階床梁伏図　　1:200

特記なき限り下記による

床版ﾚﾍﾞﾙはRFL-30とする

(階高　H=3,600)

2階床梁伏図　　1:200

特記なき限り下記による

床版ﾚﾍﾞﾙは2FL-30とする
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ｽﾘｰﾌﾞ口径：特記なき限り 200φ とする
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梁符号

梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)

100φ 125φ 150φ 175φ 200φ 225φ

ＭＡ ＭＡ

ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ ＭＡ
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梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)

梁符号 100φ 125φ 150φ 175φ 200φ 225φ
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梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)
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武村　耕輔 一級建築士事務所登録　第12621号

FAX.086-234-0166
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　一級建築士登録292274号
竹崎武村武村
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構造設計担当者

1級建築士事務所　岡山県知事登録第14225号

構造設計一級建築士第4087号

(株)倉敷構造設計室

一級建築士第243674号　木村誠司

(屋内運動場棟)
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３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　りＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材

株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計

材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート ［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］

ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　
□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2

□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０
□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート
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図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘釘釘釘釘釘釘普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート
釘釘釘釘釘釘釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）
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３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ＤＤＤＤＤＤＤ ＦＦＦＦＦＦＦ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ柱柱柱柱柱柱柱 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ
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２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 ａａａａａａａ2222222 ＢＢＢＢＢＢＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種） 小
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周
部
大

梁
外
周
部
大

梁
外
周
部
大

梁
外
周
部
大

梁
外
周
部
大

梁
外
周
部
大

梁
外
周
部
大

梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P) ＨＨＨＨＨＨＨ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０ １スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ] 床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ 2222222 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) ｃｃｃｃｃｃｃＣＣＣＣＣＣＣ□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ] FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095□無し□無し□無し□無し□無し□無し□無し
ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照□無し(                                     )□無し(                                     )□無し(                                     )□無し(                                     )□無し(                                     )□無し(                                     )□無し(                                     ) ＧＧＧＧＧＧＧ外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０ ｅｅｅｅｅｅｅＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ４

０
４

０
４

０
４

０
４

０
４

０
４

０

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2
 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 ※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋 １０１０１０１０１０１０１０３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ 耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００
普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート  外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

2222222（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ） 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類  □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート 床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 壁壁壁壁壁壁壁 ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2222222 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁壁壁壁壁壁壁 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートクローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上)  □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ 軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下
 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部2222222 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2)３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下

アークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００ φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート ※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　） ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ （梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ
※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1 ５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 １０１０１０１０１０１０１０又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 ※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲３０３０３０３０３０３０３０ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ１０１０１０１０１０１０１０ フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による 焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合５０５０５０５０５０５０５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部 Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部 ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッドJIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２ 各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による ３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他 ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁
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2222222 ※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間 支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
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焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド １０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上 柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲 □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有 梁梁梁梁梁梁梁 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！ コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００
柱柱柱柱柱柱柱FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上
上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□□□□□□□ C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と2222222支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート １）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合 見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、
耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）   A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う

※ 3※ 3※ 3※ 3※ 3※ 3※ 3ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1 クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照
ＬＬＬＬＬＬＬ

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ずワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） ｗｗｗｗｗｗｗ　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa 耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリートＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下 Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合 ＭＭＭＭＭＭＭ開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０DDDDDDD 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網ＱＱＱＱＱＱＱ 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝３
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３

０
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０
３

０
３

０
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Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1３
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３
０

３
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３
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３
０

３
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３
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３
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３
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３
０

３
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３
０

３
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３
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コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ｗｗｗｗｗｗｗ ｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接 ＡwＡwＡwＡwＡwＡwＡw ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ３
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３
０

３
０

３
０

３
０

耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)DDDDDDD ４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持) 開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ) ３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチ 耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 2222222５０５０５０５０５０５０５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００ 耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 2222222Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)Ａw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mm 又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁 　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断されたスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 (単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持) 　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。 連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持 単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 ｗｗｗｗｗｗｗ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブφ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ 小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング コンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具 ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。） 　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ） 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３ 端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋13.
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13.

5
13.

5
13.

5
13.

5
13.

5
13.

5

開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０コンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍ ８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０ ｗｗ ｗｗｗｗ ｗＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍ［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 開口開口開口開口開口開口開口Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０） ２５２５２５２５２５２５２５ ＬＬＬＬＬＬＬ溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋２２２２２２２２２２２２２２ 2222222２.７２.７２.７２.７２.７２.７２.７ 2222222 ３.４３.４３.４３.４３.４３.４３.４ 部部部部部部部４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
ＬＬＬＬＬＬＬ開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー ８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。） ※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。 １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０２

８
２

８
２

８
２

８
２

８
２

８
２

８

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件 (連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)１８５１８５１８５１８５１８５１８５１８５ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による ４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド ２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し     1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ ひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れ　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査 400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。 柱柱柱柱柱柱柱 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接
      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。) ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接 400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］     4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接       頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをQLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合 （１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。 補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒 柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生 [2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無     1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。 補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり 3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3 3333333QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚 梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚 電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ） 電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ） アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き        ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち 　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を      　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤     　　　　高性能ＡＥ減水剤３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 柱柱柱柱柱柱柱　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。     2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ 10
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溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き     3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形 【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。     4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 ひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れ(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。
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